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2017・6　広報いわで　　2【市民憲章】私たちは緑の山と紀の川の清流に育まれた岩出市の市民であることに誇りをもち
平和を重んじ豊かなまちをつくるためにこの憲章を定めます

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
現
状
と

平
成
29
年
度
税
率
改
正
に
つ
い
て

特　

集

国
民
健
康
保
険
の
現
状

　

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
健
康
保

険
や
共
済
な
ど
、
他
の
医
療
保
険
制

度
と
比
較
し
て
加
入
者
の
年
齢
構
成

が
高
く
、
医
療
費
の
水
準
も
高
い
と

い
う
構
造
的
な
問
題
を
抱
え
て
お

り
、
本
市
も
「
県
内
一
若
い
ま
ち
」

で
は
あ
り
ま
す
が
、
高
齢
化
の
進
展

や
医
療
技
術
の
高
度
化
に
よ
る
医
療

費
の
高
額
化
に
伴
い
、「
医
療
費
（
保

険
給
付
費
）」
が
年
々
増
加
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
国
保
か
ら
は
、
75
歳

以
上
の
方
が
加
入
す
る
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
を
支
え
る
た
め
の 

「
後
期

高
齢
者
支
援
金
」
や
介
護
保
険
制
度

に
よ
る
介
護
保
険
給
付
費
に
充
て
ら

れ
る
「
介
護
納
付
金
」
を
拠
出
し
て

い
ま
す
が
、
こ
の
拠
出
金
額
も
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
医
療
費
な
ど
の
財
源

は
、
国
や
県
か
ら
の
交
付
金
な
ど
を

差
し
引
い
た
残
り
の
費
用
を
国
保
加

入
者
の
皆
さ
ま
に
納
め
て
い
た
だ
い

た
国
保
税
に
よ
り
賄
う
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
支
出
で
あ
る
医
療
費
や
拠

出
金
が
増
え
て
い
る
の
に
対
し
て
、

収
入
の
増
加
は
見
込
め
な
い
こ
と
か

ら
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
※

1
）
は
、
厳
し
い
会
計
運
営
を
強
い

ら
れ
て
お
り
、本
市
の
一
般
会
計（
※

2
）
か
ら
の
財
政
支
援
に
よ
り
収
支

の
均
衡
が
保
た
れ
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。

国
民
健
康
保
険
の
し
く

み
　

病
気
や
け
が
を
し
た
時
に
安
心
し

て
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
す
べ
て
の
人
が
医
療

保
険
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
職
場
の
健
康
保
険
や
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る

人
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
以

外
は
国
民
健
康
保
険
に
入
り
ま
す
。

　

国
保
は
、
私
た
ち
加
入
者
が
皆
で

助
け
合
お
う
と
い
う
制
度
で
、
皆
さ

ん
が
住
む
市
町
村
が
運
営
し
て
い
ま

す
。

被保険者
（加入者）

保険医
（医療機関）

保険者
（岩出市）

国保連合会
（審査委員会）

保険証を
交付する

審査結果を報告する

加入手続き
をし、国保
税を納める

診療を行う

一部負担金を支払う

国保連合会を
通じて医療費
を支払う

医療費を
請求する

み
ん
な
で
支
え
合
う

　

市
で
は
、
国
保
税
の
納
付
や
交
付

金
等
歳
入
の
確
保
な
ど
様
々
な
取
組

み
を
進
め
る
こ
と
で
、
国
保
税
率

を
改
定
せ
ず
、
平
成
22
年
度
以
降
は

「
据
え
置
き
」
と
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
年
々
増
加
す
る
医
療
費
や

そ
れ
に
見
合
っ
た
国
保
税
収
入
の
増

加
が
見
込
め
な
い
こ
と
に
対
応
す
る

た
め
、
安
定
し
た
事
業
運
営
を
め
ざ

し
、
平
成
30
年
度
か
ら
の
財
政
責
任

主
体
の
県
移
行
に
よ
る
国
保
運
営
の

広
域
化
を
見
据
え
て
総
合
的
に
判
断

し
た
結
果
、
今
年
度
、
国
民
健
康
保

険
税
率
を
改
正
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

詳
し
く
は
、
国
保
・
年
金
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

保
険
年
金
課  

国
保
・
年
金
係

　

☎
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
１
９
１
）

国
民
健
康
保
険
税
率
を

改
正
す
る
理
由

国などから
の交付金

（
※
1
）
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

国
保
加
入
者
に
よ
る
国
保
税
と

国
・
県
か
ら
の
交
付
金
等
を
財
源

に
、
国
保
加
入
者
の
医
療
費
の
支

払
い
な
ど
を
行
う
た
め
の
事
業
会

計（
※
2
）
一
般
会
計

　

福
祉
、
衛
生
、
道
路
整
備
、
教

育
な
ど
市
の
基
本
的
な
事
業
に
関

す
る
会
計
で
ず
。
特
別
会
計
と

は
、
そ
れ
ぞ
れ
区
分
し
て
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。



3　　広報いわで　2017・6 【市民憲章】自然を大切にしきれいなまちをつくりましょう

みんなで支え合う

（単位：百万円）

（単位：円）

▼医療費（保険給付費）の推移

▼一人あたりの医療費（保険給付費）・国保税収入額の推移

4.84 億円増加

＋ 0.4％ △ 2.9％ ＋ 1.7％ ＋ 7.2％ ＋ 4.2％

保険給付費は
1 人あたり 5 万円増加

して、国保税は
＋ 1,850 円

1 人あたり保険給付費 1 人あたり国保税収入額（現年度分）

平成 29 年度国民健康保険税率
　国民健康保険税は、医療給付費分、後期高齢者支援金等分、介護納付金分の税率・税額で計算した合計額で課税されま

す。（ただし、介護納付金分については、40 歳以上 65 歳未満の方にのみ課税されます。）

　改正後の税率・税額は、次のとおりです。

医

療

給

付

費

分

項　目 改正前

所得割 6.30％

資産割 40.00％

均等割 22,000円

平等割 24,500円

課税限度額 540,000円

改正後 影響分

6.60％ 0.30％の増

40.00％ ー

23,100円 1,100円の増

24,500円 ー

540,000円 ー

後
期
高
齢
者
支
援
金
等
分

項　目 改正前

所得割 2.20％

資産割 10.00％

均等割 6,500円

平等割 6,500円

課税限度額 190,000円

改正後 影響分

2.30％ 0.10％の増

10.00％ ー

7,850円 1,350円の増

7,750円 1,250円の増

190,000円 ー

介

護

納

付

金

分

項　目 改正前

所得割 1.45％

資産割 8.00％

均等割 8,800円

平等割 7,000円

課税限度額 160,000円

改正後 影響分

2.00％ 0.55％の増

8.00％ ー

9,600円 800円の増

7,000円 ー

160,000円 ー

用語説明

・医療給付費分…国保加入者全員
   が対象で、病気やケガをした時
   の医療費に充てるために課税す
   るもの

・後期高齢者支援金等分…国保加
    入者全員が対象で、後期高齢者
　医療制度の財源支援のために課
　税するもの

・介護納付金分…国保加入の 40 ～
　65 歳未満の方が対象で、介護
　保険の財源として課税するもの

・所得割…世帯の国保加入者の所
    得に応じて計算

・資産割…世帯の国保加入者の固
   定資産税額に応じて計算

・均等割…世帯の国保加入者の人
    数に応じて計算

・平等割…国保加入一世帯あたり
　につき、いくらと計算

・課税限度額…一世帯に課税され
   る年間の限度額

H25 と比較
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【市民憲章】人を愛し助けあう笑顔のまちをつくりましょう 2017・6　広報いわで　　4

平成 29 年度　げんきアップ教室のご案内

みんなで支え合う

軽減措置について

 　国の税制改正により、国保税の減額対象となる軽減判定所得金額が次のとおり拡充されました。

　この国保税の軽減措置は、国保税額のうち、均等割と平等割の部分について、７割・５割・２割を軽減します。

　7 割軽減については、変更がありませんので、軽減判定所得金額が 33 万円以下の世帯が対象となります。 

5割軽減判定所得 改正前

1人 595,000円以下

2人 860,000円以下

3人 1,125,000円以下

改正後 影響分

600,000円以下 5,000円の軽減拡充

870,000円以下 10,000円の軽減拡充

1,140,000円以下 15,000円の軽減拡充

2割軽減判定所得 改正前

1人 810,000円以下

2人 1,290,000円以下

3人 1,770,000円以下

改正後 影響分

820,000円以下 10,000円の軽減拡充

1,310,000円以下 20,000円の軽減拡充

1,800,000円以下 30,000円の軽減拡充

※５割軽減：加入者が１人増えるごとに、27 万円を加算した合計額以下の場合に適用

 ※２割軽減：加入者が１人増えるごとに、49 万円を加算した合計額以下の場合に適用

例）世帯員が全員国保加入の場合（2 割軽減世帯に該当）

世帯主：45 歳【給与収入 250 万円（所得 157 万円）】 　妻：43 歳　所得なし、子：15 歳　所得なし

　　　　固定資産税（都市計画税を除く）５万円

▼国保税額の計算
　【医療給付費分】

　所得割：（157 万円－ 33 万円※）× 6.6％＝ 81,840 円

　資産割：5 万円× 40％＝ 2 万円

　均等割：23,100 円× 3 人× 80％＝ 55,440 円

　平等割：24,500 円× 80％＝ 19,600 円

　計①：176,880 円 → （100 円未満切り捨て） → 176,800 円

【後期高齢者支援金等分】

所得割：（157 万円－ 33 万円※）× 2.3％＝ 28,520 円

資産割：5 万円× 10％＝ 5 千円

均等割：7,850 円× 3 人× 80％＝ 18,840 円

平等割：7,750 円× 80％＝ 6,200 円

計②：58,560 円 → （100 円未満切り捨て） → 58,500 円

【介護納付金分】

所得割：（157 万円－ 33 万円※）× 2％＝ 24,800 円

資産割：5 万円× 8％＝ 4 千円

均等割：9,600 円× 2 人× 80％＝ 15,360 円

平等割：7,000 円× 80％＝ 5,600 円

計③：49,760 円 → （100 円未満切り捨て） → 49,700 円

【国保税額】
計①＋計②＋計③＝ 285,000 円 （年間 ）

※基礎控除額

国
保
の
加
入
・
脱
退

○
国
保
に
加
入
す
る
と
き

・
出
生
し
た
と
き

・
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
と
き

・
職
場
の
健
康
保
険
の
資
格
が
な
く

　

な
っ
た
と
き　
　
　
　
　
　

・
生
活
保
護
を
受
け
ら
れ
な
く
な
っ

　

た
と
き　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

○
国
保
を
や
め
る
と
き

・
死
亡
し
た
と
き

・
他
の
市
町
村
に
転
出
す
る
と
き

・
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と

　

き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
生
活
保
護
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ

　

た
と
き　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

○
そ
の
他
の
届
出

・
市
内
で
住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た

　

と
き

・
就
学
や
就
労
の
た
め
別
に
住
所
を

　

定
め
る
と
き　
　
　
　
　
　

な
ど

　

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
、
国
保
・
年
金
係
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



【市民憲章】健やかで生きがいをもつ市民になりましょう5　　広報いわで　2017・6

トピックス

平成 29 年度　げんきアップ教室のご案内
保健推進課  保健推進係☎ 61-2400　おかけ間違いにご注意ください

○対象者　今後運動を続けていきたい、運動をする仲間

　　　　　づくりをしたいと思う方

○定　員　50 名（7 回連続で参加されることをおすす

　　　　　めします。）

○場　所　総合保健福祉センター　3 階　多目的ホール

○時　間　午前 10 時～正午　（受付：午前 9 時 30 分～）

○講　師　健康運動指導士　小
お が わ

川　陽
よ う じ ろ う

二郎　先生

○持ち物　飲み物・筆記用具・バスタオル（またはヨガ

　　　　　マット）・タオル

○服　装　運動しやすい服装・運動靴等でお越しくださ

　　　　　い。

○申込み　氏名・住所・電話番号を電話でお伝えくださ

　　　　　い。

健康のために自主活動をしていくグループ作りが目標の教室です。

日　程 運　動 グループワーク

7月19日（水） レクリエーション運動 歯の健康とは

8月   1日（火） 体幹とバランス 食物繊維って何？？

8月17日（木） 脂肪を筋肉に変えよう 塩分摂取について

9月   4日（月） 歩き方の工夫 旬の食べ物とその効果

9月19日（火） さぎのせ公園ウォーキング（現地集合）※雨天時は総合保健福祉センターで教室を実施します。

9月29日（金） 発表会 上手なおやつの取り方

10月19日（木） 根来山げんきの森ウォーキング（現地集合）※雨天時は総合保健福祉センターで教室を実施します。

平成 29 年度　げんきアップ教室のご案内

　飲み物・筆記用具・バスタオル（またはヨガ

平成 29 年春の叙勲

【旭日双光章】 宮
みやもと

本　晴
は る お

生（地方自治功労／元  岩出市議会議員）

第 28 回危険業務従事者叙勲

【瑞宝双光章】 口
く ち い

井　悌
て い じ

治（警察功労／元  和歌山県警部）

【瑞宝単光章】 倉
く ら た

田　宏
ひろし

　  （警察功労／元  和歌山県警部補）

本
ほ ん だ

田　三
み つ お

男  （防衛功労／元  准陸尉）

和歌山県知事表彰

時
ときまつ

松　順
じゅんこ

子　　暮らしの安全及び向上（交通安全）　　　

おめでとうございます。

表　彰 （敬称略）

小
お が わ

川　勝
か つ み

美　　産業の振興（商工）
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トピックス

特定健診を受けましょう
保険年金課  国保・年金係☎ 62-2141（内線 191）

6 月 4 日～ 10 日は歯と口の健康週間です
保健推進課  保健推進係☎ 61-2400　おかけ間違いにご注意ください

　8020 運動を知っていますか？ 80 歳になっても 20 本

以上の歯を残そうという運動です。私たちは元々 28 本

の歯（親知らずを除く）を持っています。ところが、歳

とともにむし歯や歯周病が原因で歯の数が減っていきま

す。特に歯周病は、自覚症状がないため放置されること

がしばしばで、成人の約 80％がかかっています。

　最近では、歯周病が全身に及ぼす影響がクローズアッ

プされています。口の中の細菌が誤って気道に入り誤嚥

性肺炎を引きおこしたり、糖尿病の悪化や心筋梗塞、脳

梗塞にもなりやすいなどと言われています。

　歯周病は、ストレスや偏食で栄養摂取が不足して抵抗

力が低下したところに、歯磨きがおろそかになり、歯垢

をためてしまうと発症してしまうと言われています。健

康で快適な生活を営むためには何といっても充実した食

生活が欠かせません。そのためには、最低 20 本の歯を

残すことが必要です。20 本あればほとんどの食べ物を

おいしく食べることができ、健康の維持はもちろん生き

る楽しみも増えていきます。

○歯と口の健康を保つため 3 つのポイント　　　　　

①定期的な検診を受けましょう。

　今年度 40 歳・50 歳・60 歳・70 歳になる方を対象に 

　歯周疾患検診の案内ハガキをお送りしています。

②定期的に歯垢除去を受けましょう。

　歯垢（歯の汚れ）を歯石にさせないように正しい歯磨

　きをすることはもちろんですが、ついてしまった歯石

　は、歯科医院で専用の器具を使って取り除いてもらい

　ましょう。

③歯間ブラシや糸ようじなどの歯間清掃用具を使用しま

　しょう。

　通常の歯磨きだけでは歯と歯の間の汚れに届かない場

　合があります。歯周病予防の第一歩は、原因となる歯

　垢を取り除くことですので、歯間ブラシや糸ようじな

　どを活用しましょう。

　市では、40 歳から 74 歳までの岩出市国民健康保険

加入者の方を対象に、糖尿病や高血圧などの生活習慣病

の発症と関わりがあるメタボリックシンドローム（ 内

臓脂肪症候群 ）に着目した生活習慣病予防を目的とし

て特定健診（ 受診費用は無料です。）を実施しています。

　年に一度の「特定健診」をぜひ受診して、生活習慣病

の予防にお役立てください。

　平成 29 年度の対象者の方には、特定健康診査受診券

（黄色）を送付しています。

　また、4 月以降に市国民健康保険に加入された方で特

定健診の受診を希望する対象者の方にも受診券を発行し

ますので、保険年金課までご相談ください！

○ 75 歳以上の方は…（個別健診のみ）
　受診期間：6 月 1 日～平成 30 年 2 月 28 日

・５月下旬頃に和歌山県後期高齢者医療広域連合から送

　付された受診券、受診票と被保険者証をお持ちのうえ

　県内の協力医療機関　（医療機関一覧表は受診券に同

　封）で受診してください。

・今年 75 歳になられる方（昭和 18 年 1 月 31 日生まれ

　までの方）は、誕生月の月末までに受診券が送付され

　ますので、随時受診してください。

・75 歳・80 歳・85 歳および 90 歳以上の方には、歯科

　健康診査の受診券も送付されますので、受診をお願い

　します。

※申込不要、事前に医療機関への受診予約が必要です。

受診場所 総合保健福祉センター（岩出市金池92）

受  診  日 19日（月）、29日（木）、30日（金）

受付時間 午前8時30分～10時

持  ち  物 健診受診票（問診票）、受診券、国民健康保険証

受診場所 岩出市内の指定医療機関

受診期間 来年1月31日（水）まで

受付日時 医療機関への受診予約日時

持  ち  物 受診券、国民健康保険証

集団健診（6 月の日程） 個別健診

年に一度は
健康チェックを！
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介護保険制度は皆さんが納める
長寿介護課  介護保険係☎ 62-2141（内線 198）

保険料で支えられています
　介護保険料は、介護が必要な方の介護サービス費を賄

うために使われています。介護が必要になった時に、安

心してサービスを受けられるよう、保険料は必ず納めま

しょう。

【65 歳以上の方（第１号被保険者）の保険料】（図 1）

　65 歳以上の方の保険料は、第６期「介護保険事業計画」

で推計した岩出市の介護サービスにかかる費用のうち、

第１号被保険者が負担する割合に応じて基準額を決定

し、本人と世帯員の市民税の課税状況や前年の合計所得

金額等によって、個人ごとの保険料段階が決まります。

【65 歳以上の方（第１号被保険者）の保険料の納め方】

　原則として年金からの天引き（特別徴収）になります

が、受給している年金の額や種類によって、納付書また

は口座振替による納付（普通徴収）になる場合がありま

す。納め方を選択することはできませんので、通知書の

納付方法に従って納付をお願いします。

　普通徴収の方は、口座振替を利用することができま

す。市役所や市指定の金融機関等にてお申し込みくださ

い。

【40 歳以上 64 歳未満の方（第２号被保険者）の保険料
の納め方】

　加入している健康保険の保険料とあわせて納めていた

だきます。保険料は健康保険によって算出方法が違いま

す。

【保険料を納めないでいると】（図 2）

　介護保険料の納付は介護保険法の中で定められていま

す。災害などの特別な事情がなく滞納を続けると、滞納

期間に応じて次のような措置が取られます。

段階 対象になる方 基準額に対する割合 保険料年額

第1段階
生活保護受給者及び老齢福祉年金受給者で世帯全員が住民税非課税の方及び世帯
全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額＋課税年金収入額が80万円以下の方

基準額　×　0.45 28,300円

 第2段階
世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額＋課税年金収入額が80万円を超
え120万円以下の方

基準額　×　0.75 47,100円

 第3段階
世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額＋課税年金収入額が120万円を超
える方

基準額　×　0.75 47,100円

 第4段階
世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人は住民税非課税で前年の合計所得金
額＋課税年金収入額が80万円以下の方

　基準額　×　0.9 56,500円

第5段階
（基準額）

世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人は住民税非課税で前年の合計所得金
額＋課税年金収入額が80万円を超える方

　基準額　×　1 62,800円

第6段階 本人が住民税課税で前年の合計所得金額が120万円未満の方 　基準額　×　1.2 75,400円

第7段階 本人が住民税課税で前年の合計所得金額が120万円以上190万円未満の方 　基準額　×　1.3 81,600円

第8段階 本人が住民税課税で前年の合計所得金額が190万円以上290万円未満の方 　基準額　×　1.5 94,200円

第9段階 本人が住民税課税で前年の合計所得金額が290万円以上400万円未満の方 　基準額　×　1.6 100,500円

第10段階 本人が住民税課税で前年の合計所得金額が400万円以上600万円未満の方 　基準額　×　1.9 119,300円

第11段階 本人が住民税課税で前年の合計所得金額が600万円以上の方 　基準額　×　2.1 131,900円

滞納期間 措　置　内　容

1年以上 介護サービスの利用料がいったん全額自費負担となります。申請により、後で保険給付分が払い戻されます。

1年6か月以上 介護サービスの利用料がいったん全額自費負担となります。保険給付分の支払いが一部または全部差し止め
になり、滞納した保険料に充てられ、差し引いた額が払い戻されます。

2年以上 保険料を納めなかった期間に応じて、自費負担が３割に引き上げられます。利用者負担額が高額になった時に
介護保険から払い戻される高額介護サービス費の払い戻しが受けられなくなります。

（図 1）所得段階別介護保険料（第 1 号被保険者）

（図 2）介護保険料を滞納すると
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大雨・洪水による災害対策について
総務課  危機管理係☎ 62-2141（内線 122）

　梅雨期は大雨や洪水による災害の発生しやすい時期で

す。土砂災害や河川増水、氾らんに厳重に警戒してくだ

さい。

○大雨、洪水時の注意点
　・最新の気象情報に十分注意する

　・河川に近づかない

　・危険を感じたら早めに自主避難する

　なお、気象情報等を携帯電話やパソコンに電子メール

でお知らせする「防災わかやまメール配信サービス」も

無料で登録できますので、ぜひご利用ください。

○登録方法
①迷惑メール防止機能の解除

　登録を行う前に、「bousai.pref.wakayama.lg.jp」 ドメ

　インからのメールを受信できるように設定してくださ

　い。

②空メール送信　regist@bousai.pref.wakayama.lg.jp

　上記アドレスに空メールを送信してください。

　（件名、本文の記入は不要です。）

　右記のＱＲコードを携帯電話で読み込んでメールを送

信することも可能です。

③返信メールが届きます

　登録用ＵＲＬが記載されたメールが返信されます。

④登録

　登録用ＵＲＬにインターネット経由でアクセスし、情

　報を登録します。

⑤登録完了

　登録後に、登録完了通知メールが届けば、登録は完了

　です。

※登録内容の変更も、上記と同じ手順になります。

※登録内容の変更時、登録完了メールは届きませんので

　ご注意ください。

可燃ごみ袋無料配布引換は 6 月 1 日からです
生活環境課  廃棄物対策係☎ 62-2141（内線 197）

　市では、ごみの減量化・資源化の推進、負担の公平化

を図るため、「ごみ有料化」を実施しています。

○可燃ごみ袋無料配布引換券について
　毎年１回各世帯の人数に応じたごみ袋の無料配布があ

り、それを使い切っていただいた後は、個々に購入して

いただきます。

　なお、無料配布引換券は、5 月末に発送しました。

※ただし、人数算定等は、平成 29 年 4 月 1 日時点の人

　数を基準とします。

【福祉加算配布】

　下表の基準に該当する方には、各世帯の人数に応じた

無料配布枚数に加えて生活環境課窓口にて本人または家

族等により申請をいただいた上でごみ袋を配布していま

す。詳しくは生活環境課までお問い合わせください。

※平成 29 年 7 月から平成 30 年 6 月までの１年間の無

　料交付分の申請は、平成 29 年 6 月から受付をします。

福
祉
加
算
基
準

身体障害者手帳１級または２級の交付を受けている方で、おむつを使用している方

要介護４または５の認定を受けている方で、おむつを使用している方

常時おむつを使用している方

←この QR コードを携帯電話
で読み取ってください。

○福祉加算基準
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自治会に加入しませんか？
総務課  総務係☎ 62-2141（内線 131）

　～見直そう地域の力～
○自治会とは？
　同じ地域に住む人たちが、少しずつ力を出しあい、自

分たちの住む地域をより良くするための任意の集まりで

す。

○自治会のメリットは？
・防犯

　防犯灯の設置による犯罪抑止力の向上や、地域行事に

参加することにより近隣の人の顔が見え、安心感が向上

します。

・防災・防火

　自主防災組織による防災活動や資機材の整備、地域で

の訓練等、いざという時の備えに地域の力が加わります。

・青少年育成

　近所とのつながりが増えることにより、地域ぐるみで

子どもの見守りができます。

○加入するには？
　お住まいの地域の自治会長や役員の方にご連絡くださ

い。該当する自治会などが分からない場合や、新たに自

治会設立を検討されている場合、近隣自治会と連携が必

要な場合は、総務課までお気軽にお問い合わせくださ

い。

　大きな災害の発生時など、まず頼りになるのは身近な

お隣さんやご近所さんたちです。地域はもとより、皆さ

んご自身の生活環境をより良くするため、自治会に加入

しませんか？

和歌山県および県内 30 市町村は平成 30 年度
税務課  市民税係☎ 62-2141（内線 141 ～ 144）

給  

与  

所  

得  

者

（
納
税
義
務
者
）

給  

与  

支  

払  

者

（
特
別
徴
収
義
務
者
）

市　

  

町  　

村

③特別徴収税額の通知

④税の徴収

①給与支払報告書の提出

②特別徴収税額の通知

⑤税の納入
（6 月から翌年 5 月の給与支払時）

（1 月 31 日まで）

（5 月 31 日まで）

（翌月 10 日まで）

個人住民税の特別徴収の方法による納税のしくみ

から個人住民税の特別徴収を徹底します

　個人住民税の特別徴収とは、事業者（給与支払者）が、

所得税の源泉徴収と同様に、住民税の納税義務者である

給与所得者に代わって、毎月従業員（給与所得者）に支

払う給与から住民税（市町村民税＋県民税）を徴収（天

引き）し、納入していただく制度で、地方税法で義務付

けられています。

　和歌山県および県内全 30 市町村では、これまで関係

団体や事業者への周知活動を行うなど、連携して特別徴

収の推進に取り組んできましたが、未だ特別徴収を実施

していない事業者もあります。

　特別徴収は、税額の計算を市町村が行いますので、事

業者の方が所得税のように税額を計算する必要はあり

ません。また、従業員の方にとっては、年 4 回で納め

ていただく普通徴収に比べ、特別徴収は 12 回に分けて

給与から差し引くので、月々の負担軽減になるだけでな

く、納め忘れも防止することができます。

　和歌山県および県内全 30 市町村が連携協力して、法

令の遵守、納税者の利便性向上および安定した税収の確

保を図るため、個人住民税の特別徴収を徹底します。

～原則、すべての事業者を特別徴収義務者に指定します～
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岩出市役所・・・〒 649-6292（住所不要）☎ 62-2141（代）

岩出市役所・・・62-2141（代）

総合保健福祉センター
・・・61-2400

地域子育て支援センター

いわで・・・・62-3362
あいあい・・・61-2983

クリーンセンター
・・・62-0814

岩出図書館・・・・・62-7222

市民総合体育館・・・62-0370

岩出警察署・・・・・63-0110

民俗資料館・・・・・63-1499

那賀消防組合・・・・61-0119

（岩出市教育委員会）

主な機関の連絡先

問

申

☎

…問い合わせ先

…申し込み先

…電話番号

nfomation
Life

くらし
の

情 報

申し込み・問い合わせなどで住所・電
話番号の記載がないものは市役所へ

〒 649-6292　岩出市西野 209 番地

おかけ間違いにご注意ください。

税
・
料
金

　

市
で
は
、
納
期
内
納
税
者
と
の
公

平
性
を
確
保
す
る
た
め
、
滞
納
処
分

に
よ
り
納
税
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま

す
。
地
方
税
法
で
は
滞
納
す
る
と
、

財
産
（
預
貯
金
、
給
与
、
生
命
保

険
、
不
動
産
な
ど
）
を
差
し
押
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

差
押
え
を
受
け
る
と
、
自
ら
が
所

有
す
る
財
産
で
あ
り
な
が
ら
、
売
却

な
ど
の
処
分
を
自
由
に
行
う
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
逆
に
、
市
が

所
有
者
に
代
わ
っ
て
財
産
の
換
価
を

行
い
、
滞
納
と
な
っ
て
い
る
税
金
に

充
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
「
差
押
え
↓
換
価
↓
税

充
当
」
の
一
連
の
流
れ
を
滞
納
処
分

と
言
い
ま
す
。

滞
納
処
分
に
よ
り
公
平

な
納
税
を
推
進
し
て
い

ま
す

年度別 平成26年度 平成27年度 平成28年度

件　数 510件 597件 526件

差押額 5,704万円 8,405万円 6,174万円

　

市
で
は
、
家
宅
捜
索
に
よ
る
動
産

の
差
押
え
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

問　

税
務
課  

納
税
係

　
　
（
内
線
１
５
１
～
１
５
３
）

○差押件数・差押額実績（過去 3 年）

ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬

品
控
除
（
医
療
費
控
除

の
特
例
）
に
つ
い
て

○
対
象
者　

　

健
康
の
維
持
増
進
お
よ
び
疾
病
の

予
防
の
た
め
に
一
定
の
取
組
（
※

１
）
を
行
う
個
人

○
対
象
医
薬
品　

　

本
人
ま
た
は
生
計
を
一
に
す
る
配

偶
者
そ
の
他
の
親
族
に
係
る
一
定
の

ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
（
※
２
）

○
購
入
期
間　

　

平
成
29
年
1
月
1
日
～

　
　
　
　
　
　

平
成
33
年
12
月
31
日

○
控
除
額
（
上
限
額
：
８
万
８
千
円
）

　

１
年
間
（
１
月
１
日
～
12
月
31

日
）
に
支
払
っ
た
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ

医
薬
品
の
合
計
額 　

保
険
金
な
ど
で

補
塡
さ
れ
る
金
額　

１
万
２
千
円
で

計
算
し
ま
す
。

（
注
）
現
行
の
医
療
費
控
除
と
併
せ

て
適
用
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

（
※
１
）
一
定
の
取
組

　

医
師
の
関
与
が
あ
る
以
下
の
検
診

や
予
防
接
種
等
を
受
け
る
こ
と
。

　

特
定
健
康
診
査
、
予
防
接
種
、
定

期
健
康
診
断
、
健
康
診
査
、
が
ん
検

診（
※
２
）
一
定
の
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ

医
薬
品

　

要
指
導
医
薬
品
お
よ
び
一
般
用
医

薬
品
の
う
ち
、
医
療
用
か
ら
転
用
さ

れ
た
医
薬
品

　

厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

対
象
品
目
一
覧
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。

問　

税
務
課  

市
民
税
係

　
　
（
内
線
１
４
１
～
１
４
４
）

家
屋
を
滅
失
（
取
り
壊

し
等
）
さ
れ
た
と
き
は

　

家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
、
次

の
い
ず
れ
か
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。

○
家
屋
に
登
記
が
あ
る
と
き
は　
　

　

法
務
局
へ
滅
失
登
記

※
滅
失
登
記
が
遅
れ
る
場
合
は
市
役

所
へ
家
屋
滅
失
届

○
家
屋
に
登
記
が
な
い
と
き
は

　

市
役
所
へ
家
屋
滅
失
届

　

家
屋
に
対
す
る
固
定
資
産
税
は
、

毎
年
１
月
１
日
現
在
の
状
況
に
基
づ

い
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
年
の
途
中
で

取
り
壊
し
等
さ
れ
た
家
屋
に
つ
き
ま

し
て
は
、
翌
年
度
の
課
税
内
容
に
影

響
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

税
務
課  

固
定
資
産
税
係

　
　
（
内
線
１
４
５
～
１
４
７
）

︱︱
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くらしの情報

  

子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果

国
保
税
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

6 月夜間納税相談日

8 日（木）・22 日（木）

午後 8 時まで

窓口　保険年金課

6 月 30 日（金）です。

■市県民税第 1 期及び全期前納分
■国民健康保険税第 1 期
■介護保険料第 1 期

納   期   限

　

国
民
健
康
保
険
は
、
病
気
や
け
が

な
ど
に
備
え
、
皆
さ
ん
の
健
康
を
守

る
た
め
の
相
互
扶
助
の
制
度
で
す
。

国
保
税
は
、
こ
の
制
度
を
健
全
に
運

営
す
る
た
め
の
も
の
で
、
み
な
さ
ん

に
公
平
に
負
担
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
災
害
そ
の
他
特
別

の
事
情
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、
次
の
よ
う

な
措
置
を
と
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

○
保
険
証
に
替
え
て
「
資
格
証
明

書
」
を
交
付
し
ま
す
。

　
「
資
格
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け

る
と

①
保
険
証
を
交
付
さ
れ
た
場
合
と
同

様
に
国
保
税
は
、
課
税
さ
れ
ま
す
。

②
医
療
費
の
全
額
を
自
費
で
支
払

い
、
後
日
国
保
・
年
金
係
へ
申
請
を

す
れ
ば
、
保
険
給
付
分
の
払
い
戻
し

を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
払
い
戻
し
額
の
全
額
ま

た
は
一
部
を
差
し
止
め
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

○
預
貯
金
や
給
与
等
を
差
し
押
さ
え

ま
す
。
差
し
押
さ
え
ら
れ
た
預
貯
金

等
は
お
返
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

○
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
保
険
年

金
課
国
保
・
年
金
係
ま
で
納
税
相
談

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
災
害
等
に
よ
り
納
付
困
難
な
と
き

は
、
税
・
延
滞
金
の
減
免
、
一
部
負

担
金
の
免
除
に
該
当
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。）

問　

保
険
年
金
課  

国
保
・
年
金
係

　
　
（
内
線
１
７
６
）

　

納
期
限
内
に
納
め
て
い
た
だ
い
て

い
な
い
方
に
は
、
そ
の
都
度
督
促
状

を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
料
額
に
よ
り
納
期
限

の
翌
日
か
ら
納
付
日
ま
で
の
日
数
に

応
じ
て
、
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。　

　

領
収
書
お
よ
び
通
帳
等
で
再
度
確

認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

保
険
年
金
課  

保
健
医
療
係　

　
　
（
内
線
１
８
３
）

国保税

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り

ま
せ
ん
か

後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
の
皆
さ
ま
へ

　

平
成
29
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
額
は
７
月
に
決
定
し
ま
す
。　

　

ま
た
、
平
成
29
年
８
月
か
ら
後
期

高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
が
変
わ
り

ま
す
。

　

保
険
料
額
決
定
通
知
書
お
よ
び
被

保
険
者
証
は
、
７
月
中
旬
頃
に
送
付

し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

保
険
年
金
課  

保
健
医
療
係　

　
　
（
内
線
１
８
３
）

健
康
・
介
護

食
中
毒
に
ご
用
心
！

　

夏
場
は
高
温
多
湿
に
な
る
た
め
、

食
中
毒
が
多
発
す
る
時
期
で
す
。

　

食
中
毒
を
よ
く
知
り
、
予
防
し
ま

し
ょ
う
。

○
原
因

　

食
中
毒
は
、
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
、

化
学
物
質
に
汚
染
さ
れ
た
食
品
や
飲

料
水
、
ま
た
は
ふ
ぐ
の
肝
、
毒
キ
ノ

コ
な
ど
、
身
体
に
有
害
な
も
の
を
飲

食
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
症
し
ま

す
。

○
症
状

　

主
な
症
状
は
、
吐
き
気
や
嘔
吐
、

腹
痛
、
下
痢
な
ど
の
急
性
胃
腸
炎
症

状
や
、
麻
痺
な
ど
の
神
経
症
状
と
し

て
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

○
食
中
毒
予
防
の
三
原
則

　

細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
の
食
中

毒
は
、
食
品
内
に
食
中
毒
菌
が
い
な

い
か
、
い
て
も
食
中
毒
を
起
こ
す
量

で
な
け
れ
ば
、
発
生
し
ま
せ
ん
。
つ

ま
り
、
食
中
毒
菌
が
す
み
や
す
い
環

境
や
、
増
え
る
環
境
を
つ
く
ら
な
い

こ
と
が
、
予
防
の
基
本
で
す
。
食
中

毒
菌
を
「
つ
け
な
い
・
増
や
さ
な
い
・

や
っ
つ
け
る
」
の
三
原
則
で
食
中
毒

を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

○
こ
ん
な
点
に
気
を
つ
け
て

・
ふ
き
ん
な
ど
の
洗
い
残
し

・
野
菜
の
泥
や
汚
れ
、
カ
ッ
ト
野
菜

　

の
消
費
期
限

・
冷
蔵
庫
内
の
肉
や
魚
の
液
も
れ

・
解
凍
し
た
冷
凍
食
品
を
再
度
冷
凍

　

し
て
は
ダ
メ

・
お
弁
当
の
食
材
は
冷
ま
し
て
か
ら

　

入
れ
る

・
き
ゅ
う
り
の
塩
も
み
は
菌
に
狙
わ

　

れ
や
す
い

・
肉
を
焼
く
箸
と
食
べ
る
箸
は
別
々

　

に
す
る

・
こ
ま
め
に
、
調
理
器
具
を
洗
浄
、

　

殺
菌
す
る

○
こ
ん
な
と
き
は
必
ず
手
を
洗
お
う

・
外
出
か
ら
帰
っ
た
後

・
鼻
を
か
ん
だ
後

・
動
物
に
触
っ
た
後

・
ト
イ
レ
に
行
っ
た
後

・
オ
ム
ツ
を
交
換
し
た
後

・
肉
や
魚
、
卵
を
扱
う
前
後

・
下
準
備
、
調
理
前
、
食
事
前
、
後

　

片
付
け
の
前

・
肌
や
髪
を
触
っ
た
後

○
食
中
毒
が
疑
わ
れ
た
ら

　

症
状
が
あ
ら
わ
れ
た
ら
、
自
己

判
断
で
下
痢
止
め
や
嘔
吐
止
め
の

薬
を
服
用
す
る
の
は
危
険
で
す
。

す
み
や
か
に
か
か
り
つ
け
医
の
診

断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

問　

保
健
推
進
課  

保
健
予
防
係

　
　

☎
61
‐
２
４
０
０
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岩出市役所・・・〒 649-6292（住所不要）☎ 62-2141（代）

6月　休日歯科急患当番表
那賀歯科医師会日曜・祝日の休日歯科診療

※受診の際は、電話等で確認のうえご来院く
　ださい。
※当番医が急に変更になる場合があります。
　電話が通じないときは消防署（☎ 61-1791）
　にお問い合わせください。

日 曜 歯 科 医 院 名 住     所（診療所） TEL
4 日 辻本歯科医院 紀の川市打田1478-1 77-4068

11 日 﨑山歯科医院 紀の川市貴志川町丸栖34-7 64-8727
18 日 もりもと歯科 岩出市山田4-7 69-2688
25 日 神野歯科医院 紀の川市粉河1724 73-2309

風
し
ん
予
防
接
種
費
用

を
助
成
し
ま
す

献　血

○日時・場所
 ・10 日（土）　（株）オークワミレニアシ

　　　　　　　ティ岩出店
 ・24 日（土）　 エバグリーン岩出中迫店
　午前 10 時～正午
    午後 1 時～ 4 時 30 分
問　保健推進課  保健推進係 ☎ 61 ‐ 2400

　

市
で
は
、
妊
婦
と
そ
の
子
ど
も
を

風
し
ん
か
ら
守
る
た
め
、
風
し
ん
予

防
接
種
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

○
接
種
費
用
助
成
期
間　

　

平
成
30
年
3
月
31
日
ま
で

○
対
象
者

　

岩
出
市
に
住
所
登
録
の
あ
る
方

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
19
歳
以
上
50
歳
未
満
の
妊
娠
を
希 

　

望
す
る
女
性

※
妊
娠
中
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
接
種
後
２
か
月
間
は
避
妊
が
必

要
で
す
。

②
妊
婦
の
夫

○
接
種
費
用

　

協
力
医
療
機
関
で
接
種
す
る
場

合
、
無
料

（
協
力
医
療
機
関
以
外
で
接
種
す
る

場
合
、
接
種
費
用
に
よ
っ
て
は
自
己

負
担
が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。）

○
助
成
回
数

　

風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン
ま
た
は
麻

し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
い
ず

れ
か
を
１
人
に
つ
き
１
回
限
り

※
昨
年
度
ま
で
に
助
成
制
度
を
利
用

し
て
接
種
さ
れ
た
方
は
、
助
成
の
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

○
助
成
方
法

　

協
力
医
療
機
関
で
接
種
の
場
合

は
、
予
診
票
（
接
種
券
）
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
保
健
推
進

課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。「
妊

婦
の
夫
」
が
接
種
さ
れ
る
場
合
、
確

認
書
類
と
し
て
母
子
健
康
手
帳
が
必

要
で
す
。

　

協
力
医
療
機
関
以
外
の
場
合
は
、

一
旦
全
額
自
己
負
担
の
上
、
接
種
後

に
領
収
書
原
本
（
接
種
者
名
・
接
種

年
月
日
・
ワ
ク
チ
ン
名
の
記
載
が
あ

る
も
の
）、
接
種
者
名
義
の
通
帳
、

母
子
健
康
手
帳
（
妊
婦
の
夫
の
み
）、

認
印
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

○
提
出
期
限

　

平
成
30
年
3
月
31
日
ま
で

問　

保
健
推
進
課  

保
健
予
防
係

　
　

☎
61
‐
２
４
０
０

○
対
象
者　

　

岩
出
市
に
住
所
が
あ
り
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
満
67
歳
の
誕
生
日

か
ら
満
70
歳
の
誕
生
日
の
属
す
る
月

の
末
日
ま
で
の
方
で
、
次
の
７
つ
の

資
格
要
件
を
満
た
す
方
は
、
老
人
医

療
助
成
制
度
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

○
７
つ
の
資
格
要
件

①
あ
な
た
が
、
後
期
高
齢
者
医
療
被

　

保
険
者
で
な
い
こ
と

②
あ
な
た
が
、
生
活
保
護
法
に
よ
る

　

保
護
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

③
あ
な
た
と
、
あ
な
た
の
世
帯
全
員

　

が
、
市
町
村
民
税
を
課
さ
れ
て
い

　

な
い
こ
と

④
あ
な
た
と
、
あ
な
た
の
世
帯
全
員

　

の
前
年
中
の
収
入
の
合
計
金
額
が

　

次
の
基
準
以
下
で
あ
る
こ
と

67
～
69
歳
の
方
へ

老
人
医
療
助
成
制
度
の

お
知
ら
せ

⑤
あ
な
た
と
、
あ
な
た
の
世
帯
全
員

　

の
金
融
資
産
（
※
）
が
、
次
の
両

　

方
に
該
当
し
て
い
る
こ
と

・
あ
な
た
自
身
の
金
融
資
産
の
合
計

　

額
が
３
５
０
万
円
以
下
で
あ
る
。

・
世
帯
全
員
の
金
融
資
産
の
合
計
額

　

が
３
５
０
万
円
×
世
帯
員
数
以
下

　

で
あ
る
。

（
※
）
金
融
資
産
と
は
、
預
貯
金
、

国
債
、
株
式
等
を
い
い
ま
す
。

⑥
あ
な
た
と
、
あ
な
た
の
世
帯
全
員

　

が
、
今
住
ん
で
い
る
土
地
・
家
屋

　

を
除
き
、
地
金
な
ど
の
動
産
や
不

　

動
産
（
田
畑
、
山
林
等
た
だ
ち
に

　

処
分
が
難
し
い
も
の
除
く
。）
な

　

ど
活
用
で
き
る
資
産
を
所
有
し
て

　

い
な
い
こ
と

⑦
あ
な
た
が
、
あ
な
た
の
世
帯
以
外

　

の
方
か
ら
扶
養
を
受
け
て
い
な
い

　

こ
と

・
他
の
世
帯
の
方
の
所
得
税
ま
た
は

　

市
町
村
民
税
の
扶
養
控
除
に
お
い

　

て
扶
養
親
族
に
な
っ
て
い
な
い
こ

　

と
・
他
の
世
帯
の
方
が
被
保
険
者
と
な

　

っ
て
い
る
医
療
保
険
の
被
扶
養
者

　

で
な
い
こ
と

○
申
請
窓
口　

　

保
険
年
金
課　

保
健
医
療
係

　

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

保
険
年
金
課  

保
健
医
療
係

　
　
（
内
線
１
８
３
）

世帯人員 収入の合計金額

1人（単身）世帯 100万円

2人世帯 140万円

3人世帯 180万円

※以下 1 人増えるごとに 40 万円を加算
収入には、「遺族年金」「障害年金」「恩給」
その他保険給付金などが含まれます。
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子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果

くらしの情報

休
日
や
夜
間
に
利
用
で

き
る
病
院
の
ご
案
内

環
境
・
エ
コ

電
動
式
生
ご
み
処
理
機
・

生
ご
み
処
理
容
器
購
入

補
助
制
度
に
つ
い
て

【
那
賀
休
日
急
患
診
療
所
】

　

紀
の
川
市
東
大
井
３
５
０

　

☎
77 

‐
６
４
１
０

○
診
療
科
目　

内
科
・
外
科

○
診
療
時
間　

　

午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～

　

４
時
30 

分

【
和
歌
山
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン

タ
ー
】

　

３
６
５ 

日
24
時
間
対
応

　

近
く
の
医
療
機
関
の
案
内
が
あ
り

ま
す
。

　

☎
０
７
３
‐
４
２
６
‐
１
１
９
９

【
和
歌
山
市
夜
間
・
休
日
応
急
診
療

セ
ン
タ
ー
】（
夜
間
・
休
日
診
療
）　

　

☎
０
７
３
‐
４
２
５
‐
８
１
８
１

問　

保
健
推
進
課  

保
健
推
進
係

　
　

☎
61
‐
２
４
０
０

　

市
で
は
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る

生
ご
み
の
自
家
処
理
を
促
進
し
、
ご

み
の
減
量
・
資
源
化
を
図
る
た
め
、

生
ご
み
処
理
機
（
容
器
）
を
購
入
す

る
方
に
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
次
の

と
お
り
補
助
し
て
い
ま
す
。

︿
生
ご
み
処
理
容
器
﹀

○
補
助
率　

４
分
の
３

○
補
助
対
象
者

①
市
内
に
居
住
す
る
方
（
法
人
等
事

　

業
所
は
除
く
。）

②
堆
肥
化
し
た
物
に
つ
い
て
は
、
自

　

己
処
理
で
き
る
方

③
当
該
処
理
容
器
の
使
用
状
況
等
の

　

報
告
を
市
の
求
め
に
応
じ
て
協
力

　

す
る
こ
と
が
で
き
る
方

○
受
付
期
間

　

平
成
30
年
3
月
31
日
ま
で
の
随
時

（
た
だ
し
、
補
助
予
定
額
に
達
し
た

場
合
は
、
そ
の
時
点
で
締
め
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。）

○
申
込
方
法

　

購
入
を
ご
希
望
の
方
は
、
印
鑑
を

ご
持
参
の
上
、
生
活
環
境
課
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
電
話
で
の
お
申
し
込
み
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

品名 購入金額 補助金額 自己負担金

生ごみ処理容器（Ａタイプ）130ℓ

縦56cm×横56cm×高さ65cm
5,184円 3,888円 1,296円

生ごみ処理容器（Ｂタイプ）15ℓ

直径30.7cm×高さ40.2cm
4,082円 3,062円 1,020円

︿
電
動
式
生
ご
み
処
理
機
﹀

○
補
助
率　
　
　

２
分
の
１

○
補
助
上
限
額　

３
万
円

○
補
助
対
象
者

①
市
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
、
居

　

住
し
て
い
る
方
（
法
人
等
事
業
所

　

は
除
く
）

②
市
内
に
店
舗
を
有
す
る
販
売
店
か

　

ら
処
理
機
を
購
入
す
る
方

③
平
成
30
年
3
月
31
日
ま
で
の
期
間 

　

に
処
理
機
を
購
入
し
、
自
己
の
住

　

居
に
設
置
で
き
る
方

④
周
辺
の
人
に
迷
惑
の
か
か
ら
な
い

　

よ
う
、
常
に
良
好
な
状
態
で
維
持

　

管
理
で
き
る
方

⑤
堆
肥
と
し
て
利
用
す
る
な
ど
適
切

　

に
処
理
し
、
生
ご
み
を
減
量
化
で

　

き
る
方

⑥
市
税
の
滞
納
が
な
い
方

⑦
過
去
５
年
間
に
電
動
式
生
ご
み
処

　

理
機
の
補
助
金
の
交
付
を
受
け
て

　

い
な
い
方

⑧
当
該
処
理
機
の
使
用
状
況
等
の
報

　

告
を
市
の
求
め
に
応
じ
て
協
力
す

　

る
こ
と
が
で
き
る
方

○
受
付
期
間

　

平
成
30
年
3
月
31
日
ま
で
の
随
時

（
た
だ
し
、
補
助
予
定
額
に
達
し
た

場
合
は
、
そ
の
時
点
で
締
め
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。）

○
申
込
方
法

　

申
請
書
は
、
生
活
環
境
課
窓
口
ま

た
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
入
手
で

き
ま
す
。

○
補
助
金
額
等

　

１
世
帯
当
た
り
１
台
と
し
、
購
入

金
額
の
２
分
の
１
の
額
を
補
助
。
た

だ
し
、
補
助
限
度
額
は
、
３
万
円
と

し
ま
す
。

問　

生
活
環
境
課  

廃
棄
物
対
策
係

　
　
（
内
線
１
９
７
）

ク
リ
ー
ン
缶
ト
リ
ー
運

動
イ
ン
岩
出
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
７
月
の
河
川
愛
護
月
間

に
あ
わ
せ
て
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が

環
境
美
化
へ
の
認
識
を
深
め
、
住
み

や
す
く
愛
着
の
も
て
る
ふ
る
さ
と
づ

く
り
に
貢
献
す
る
こ
と
、
海
岸
漂
着

物
の
問
題
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

発
生
を
抑
制
す
る
こ
と
を
目
的
に

「
ク
リ
ー
ン
缶
ト
リ
ー
運
動
イ
ン
岩

出
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

ポ
イ
捨
て
さ
れ
た
ご
み
、
空
き

缶
、
空
き
ビ
ン
等
を
回
収
し
、
き
れ

い
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

一
人
で
も
多
く
の
ご
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
開
催
場
所
・
日
時
等
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
広
報
い
わ
で
７
月

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問　

生
活
環
境
課  

生
活
環
境
係

　
　
（
内
線
１
８
５
）

A タイプ

B タイプ（2 個で 1 セット）
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岩出市役所・・・〒 649-6292（住所不要）☎ 62-2141（代）

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
お
知
ら
せ

【
ご
み
の
搬
入
時
間
】

・
月
～
金　

 
午
前
８
時
30
分
～
正
午

・
土
曜
日 　

午
前
８
時
30
分
～
午
後

　

３
時  （
事
業
系
ご
み
を
除
く
）

※
資
源
ご
み
分
別
区
分
の
「
そ
の
他

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
」「
衣
類
」
の

中
に
粗
大
ご
み
が
混
入
し
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。「
そ
の
他
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
」
に
は
ポ
リ
バ
ケ
ツ
や
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
お
も
ち
ゃ
・
衣
装

ケ
ー
ス
等
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
は

含
ま
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、「
衣
類
」

に
は
毛
布
、
布
団
、
枕
、
カ
ー
テ
ン

等
の
布
類
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
衣
類
（
衣
服
）
は

指
定
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
当
日
の
午
前
8
時
ま
で
に
指
定
の

場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

生
活
環
境
課  

廃
棄
物
対
策
係

　
　
（
内
線
１
９
７
）

　
　

岩
出
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
62
‐
０
８
１
４ 　

回収区域
不燃物回収日

（カン・ビン類）
資源ごみ

回収日

県道泉佐野岩出線

より東側の地域
   7日・21日

（第1・3水曜日）
毎週

金曜日

県道泉佐野岩出線

より西側の地域
14日・28日

（第2・4水曜日）
毎週

木曜日

6 月の不燃物と資源ごみの回収予定日

一
般
家
庭
か
ら
出
る
ご

み
で
市
で
収
集
で
き
な

い
ご
み
の
有
料
回
収

　

市
で
は
収
集
で
き
な
い
廃
棄
物

（
粗
大
ご
み
と
し
て
回
収
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
も
の
等
）
を
有
料
で
回

収
す
る
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

実
施
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

○
日
時　

６
月
18
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
８
時
～
午
後
２
時

○
場
所　

市
民
総
合
体
育
館

　
　
　
　

北
側
駐
車
場　
　

○
主
な
引
取
り
品
目
及
び
料
金

・
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル

　
　
　
　
　

１
㎏
当
た
り
１
３
０
円

・
コ
ン
ク
リ
ー
ト

　
　
　
　
　

１
㎏
当
た
り　
　

50
円

・
家
庭
用
消
火
器　

　
　
　
　
　

１
本　

１
，
０
０
０
円

・
タ
イ
ヤ
（
外
径
55
㎝
以
下
）

　
　
　
　
　

１
本　

１
，
５
０
０
円

　
（
外
径
75
㎝
以
下
）

　
　
　
　
　

１
本　

２
，
５
０
０
円

　
（
外
径
１
０
０
㎝
以
下
）

　
　
　
　
　

１
本　

３
，
５
０
０
円

・
物
干
し
台
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
台
）

　
　
　
　
　

１
台　

２
，
０
０
０
円

・
暖
房
用
機
械
器
具
な
ど
の
機
械
器

　

具
類
等

　
　
　
　
　

１
㎏
当
た
り　
　

0
円

・
バ
ッ
テ
リ
ー

　
　
　
　
　

１
個　

１
，
５
０
０
円

・
バ
イ
ク　

　
　
　
　
　

１
台　

３
，
０
０
０
円

・
農
業
機
械
・
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
用
鉄

　

類
・
自
動
車
金
属
部
品
（
ホ
イ
ル

　

等
）　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

・
園
芸
用
の
土
及
び
砂

　
　
　
　
　

１
㎏
当
た
り　
　

50
円

　

な
お
、
そ
の
他
の
廃
棄
物
に
つ
き

ま
し
て
は
、
当
日
現
地
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法（
特

定
家
庭
用
機
器
再
商
品
化
法
）
対
象

品
目　

テ
レ
ビ
（
全
て
の
方
式)

・

洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
・
冷
蔵
庫
・

冷
凍
庫
・
エ
ア
コ
ン
、
薬
品
・
油
類

等
お
よ
び
産
業
廃
棄
物
に
つ
い
て
は

回
収
で
き
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。　
　

問　

生
活
環
境
課  

廃
棄
物
対
策
係

　
　
（
内
線
１
９
７
）

問　

保
険
年
金
課  

国
保
・
年
金
係

　
　
（
内
線
１
６
４
）

ご
み
な
ど
の
野
焼
き
は

や
め
て

　

野
焼
き
（
ド
ラ
ム
缶
で
ご
み
を
燃

や
す
行
為
を
含
む
）
は
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

野
焼
き
は
、
煙
や
悪
臭
の
ほ
か
、

有
害
物
質
を
発
生
さ
せ
る
可
能
性
が

あ
り
、
人
の
健
康
へ
の
悪
影
響
も
心

配
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
火
災
の
原
因

に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

野
焼
き
の
禁
止
の
例
外
は
、「
風

俗
慣
習
上
や
宗
教
上
の
行
事
」・「
農

業
、
林
業
を
営
む
た
め
に
や
む
を
得

な
い
も
の
」・「
た
き
火
な
ど
の
軽
微

な
も
の
」
な
ど
で
す
。
例
外
で
あ
っ

て
も
、
住
宅
地
に
近
い
場
所
で
は
、

風
向
き
や
時
間
帯
に
配
慮
す
る
な

ど
、
周
り
の
人
に
迷
惑
が
及
ば
な
い

よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

生
活
環
境
課  

生
活
環
境
係

　
　
（
内
容
１
８
５
）

0
円

地
球
温
暖
化
パ
ネ
ル
展

示
　

市
で
は
、
環
境
月
間
の
６
月
１
日

か
ら
14
日
に
か
け
て
地
球
温
暖
化
パ

ネ
ル
の
展
示
を
市
役
所
玄
関
ロ
ビ
ー

に
お
い
て
行
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
防
止
の
推
進
の
た
め

に
は
、
行
政
・
事
業
者
は
も
と
よ
り
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
協
力
が
必
要
で
、

地
域
社
会
の
す
べ
て
の
構
成
員
が
参

画
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

環
境
月
間
、
環
境
の
日
を
契
機
と

し
て
、
ご
み
の
減
量
化
、
エ
ア
コ
ン

の
温
度
設
定
な
ど
、
市
民
一
人
ひ
と

り
の
身
近
な
地
球
温
暖
化
防
止
の
取

り
組
み
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
基
本
と

し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
実
施
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

問　

生
活
環
境
課  

生
活
環
境
係

　
　
（
内
線
１
８
５
）
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子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果

くらしの情報

募　

集

保
健
師
の
臨
時
職
員
を

募
集
し
ま
す

○
募
集
人
員　

１
名

○
勤
務
内
容

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
へ
の
保

健
指
導
な
ど
保
健
事
業
の
実
施

○
応
募
資
格

・
保
健
師
資
格
を
有
す
る
方

・
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
規
定
す 

　

欠
格
条
項
に
該
当
し
な
い
方

○
勤
務
時
間

　

午
前
8
時
45
分
～
午
後
5
時
30
分

　
（
休
憩
60
分
）

　

週
５
日
勤
務
（
月
～
金
曜
日
）

※
祝
日
・
振
替
休
日
・
閉
庁
日
は
休

　

み
○
勤
務
場
所

　

岩
出
市
役
所　

保
険
年
金
課

○
賃
金　

日
額
１
０
，
４
５
０
円

○
社
会
保
険

　

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
、
雇

　

用
保
険

○
雇
用
期
間　

相
談
に
よ
り
決
定

○
受
付
期
間

　

随
時
（
採
用
者
が
決
定
し
た
時
点

　

で
募
集
終
了
）

○
提
出
書
類

・
履
歴
書
（
写
真
添
付
）
１
通

・
資
格
証
明
書
の
写
し

問　

保
険
年
金
課  

国
保
・
年
金
係

　
　
（
内
線
１
６
４
）

公
益
財
団
法
人
上
田
徳

一
・
千
代
子
育
英
奨
学
会

第
30
期
奨
学
生
募
集

○
募
集
期
間

　

６
月
１
日
～
９
月
29
日

○
対
象

　

岩
出
市
の
市
民
税
所
得
割
額
が
平

均
額
以
下
の
世
帯
（
平
均
額
は
8
月

下
旬
に
確
定
し
ま
す
）

○
提
出
書
類

①
奨
学
生
願
書

②
奨
学
生
志
願
者
の
在
学
す
る
学
校

　

の
推
薦
書

③
奨
学
生
志
願
者
の
家
族
の
平
成
29

　

年
度
（
平
成
28
年
分
）
課
税
証
明

　

書
④
奨
学
生
志
願
者
の
住
民
票
（
世
帯

　

全
員
の
も
の
）

※
願
書
は
、
岩
出
市
教
育
委
員
会
内

上
田
徳
一
・
千
代
子
育
英
奨
学
会
事

務
局
で
交
付
し
ま
す
。

○
提
出
方
法

　

奨
学
生
志
願
者
の
在
学
校
ま
た

は
、
卒
業
学
校
を
経
由
し
て
事
務
局

ま
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

○
給
・
貸
与
金
額
お
よ
び
採
用
人
数

①
高
等
学
校
奨
学
生
（
３
年
制
）

　

月
額
１
万
５
千
円
・
・
・
若
干
名

②
大
学
奨
学
生
（
４
年
制
）

　

月
額
３
万
円
・
・
・
・
・
若
干
名

※
た
だ
し
、
奨
学
金
を
給
・
貸
与
す

る
期
間
は
、
正
規
の
最
短
修
業
年
限

と
し
、
給
・
貸
与
を
受
け
た
奨
学
生

は
、
奨
学
金
の
半
額
を
償
還
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

○
選
考
方
法

　

第
１
次　

書
類
審
査

　

第
２
次　

筆
記
試
験

問　

上
田
徳
一
・
千
代
子
育
英
奨
学

　

会
事
務
局  

教
育
総
務
課  

学
校

　

教
育
係
（
内
線
２
７
８
）

み
ん
な
が
共
に
活
き
る

ま
ち
を
目
指
し
て

　

男
女
共
同
参
画
を
よ
り
身
近
に
感

じ
ら
れ
る
よ
う
な
事
業
を
企
画
、
実

施
し
て
い
た
だ
け
る
団
体
と
、
講
座

に
協
力
い
た
だ
け
る
講
師
を
募
集
し

ま
す
。

①
講
座
企
画
運
営
団
体
募
集

○
募
集　

1
事
業

○
対
象　

市
内
の
団
体

○
期
間　

平
成
30
年
2
月
末
日
ま
で

○
支
援　

5
万
円
以
内

　

事
業
経
費
支
援
内
訳
や
、
募
集
事

業
テ
ー
マ
、
内
容
の
詳
細
は
、
要
項

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

②
協
力
講
師
募
集

　

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運

動
（
11
月
12
日
～
25
日
）
の
期
間
の

1
日
午
前
中
に
実
施
す
る
男
女
共
同

参
画
推
進
講
座
や
図
書
館
一
般
来
場

者
に
対
し
、
体
験
型
事
業
を
実
施
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

○
募
集
人
数　

1
人

　

応
募
資
格
や
、
謝
金
、
事
業
の
内

容
な
ど
の
詳
細
は
、
要
項
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

①
②
共
通

〇
要
項
配
布　

　

市
長
公
室
窓
口
ま
た
は
、
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

〇
募
集
期
間　

　

6
月
1
日（
木
）～
7
月
12
日（
水
）

　

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

市
長
公
室　

男
女
共
同
参

　

画
担
当
（
内
線
１
１
８
）

講
座
・
催
し

成　

人　

講　

座

○
演
題

　
「
天
神
崎
の
自
然
を
守
る
」
～
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
運
動
を
と
お
し

て
～

○
日
時　

６
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
か
ら

○
場
所　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

３
階　

多
目
的
ホ
ー
ル

○
講
師　
（
公
益
財
団
法
人
）
天
神

　

崎
の
自
然
を
大
切
に
す
る
会
理
事

　
（
公
益
財
団
法
人
）
日
本
ナ
シ
ョ

　

ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
協
会
理
事

　

藤と
う
ご五　

和か
ず
ひ
さ久　

氏

問　

生
涯
学
習
課  

生
涯
学
習
推  

　
　

進
係
（
内
線
２
８
４
・
２
８
７
）
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今
月
は
、｢

俳
画
ク
ラ
ブ｣

と
「
文

協
俳
句
会
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る
展
示

で
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
来
館
を
、
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
期
間

・
俳
画
ク
ラ
ブ

　

６
月
４
日
（
日
）
～
16
日
（
金
）

・
文
協
俳
句
会

　

６
月
18
日
（
日
）
～
30
日
（
金
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
民
俗
資
料
館
の
入
館
時
間
は
、
午

後
４
時
30
分
ま
で
。
最
終
日
の
み
午

後
４
時
ま
で
の
展
示
で
す
。

お
知
ら
せ

パ
ス
テ
ル
ア
ー
ト
体
験

ブ
ー
ス
＆
一
時
保
育
付

き
読
書
の
時
間

歴
史
講
座
を
開
催
し
ま

す
　

皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

○
日
時　

６
月
11
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

○
場
所　

民
俗
資
料
館　

　
　
　
　

２
階　

大
会
議
室

○
テ
ー
マ

　

覚
鑁
上
人　

思
想
・
信
仰
面
を
中

心
に

○
講
師　

根
来
寺
文
化
研
究
所
所
長

　
　
　
　

中な
か
が
わ川　

委い

き

こ
紀
子　

氏

問　

民
俗
資
料
館
☎
63
‐
１
４
９
９

岩
出
市
文
化
協
会
に
よ

る
作
品
展
示

○
場
所　

岩
出
市
民
俗
資
料
館

　
　
　
　

１
階　

企
画
展
示
室

○
休
館
日　

毎
週
火
曜
日

問　

岩
出
市
文
化
協
会
事
務
局
（
生

　

涯
学
習
課
内
）（
内
線
２
８
５
）

　

岩
出
図
書
館
で
は
、
岩
出
市
女
性

人
材
リ
ス
ト
登
録
講
師
に
よ
る
パ
ス

テ
ル
ア
ー
ト
体
験
ブ
ー
ス
を
開
設
し

ま
す
。
ど
な
た
で
も
、
無
料
で
体
験

で
き
ま
す
。
申
込
み
は
不
要
で
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
中
の
方
を
対
象

に
、
一
時
保
育
利
用
中
に
、
図
書
館

で
ゆ
っ
た
り
過
ご
し
て
い
た
だ
く

「
一
時
保
育
付
き
読
書
の
時
間
」
を

同
時
開
催
し
ま
す
。「
一
時
保
育
付

き
読
書
の
時
間
」
は
、
予
約
が
必
要

で
す
。

○
日
時　

6
月
27
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
10
分
～
正
午

○
場
所　

岩
出
図
書
館　

【
一
時
保
育
付
き
読
書
の
時
間
申
込

　

に
つ
い
て
】

○
対
象　

　

岩
出
市
在
住
で
満
1
歳
か
ら
就
学

時
前
の
児
童
を
子
育
て
中
の
方

○
定
員　

5
名
程
度

○
申
込
み　

6
月
6
日
（
火
）

　

午
前
8
時
45
分
か
ら
受
付
開
始

　

ご
本
人
が
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。（
先
着
順
）

申
・
問　

市
長
公
室  

男
女
共
同
参

　

画
担
当
（
内
線
１
１
８
）

臨
時
福
祉
給
付
金
（
経

済
対
策
分
）
の
申
請
受

付
に
つ
い
て

○
受
付
期
間

　

9
月
22
日
ま
で
（
郵
送
の
場
合
は

同
日
必
着
）

○
支
給
額

　

対
象
者
1
人
に
つ
き
１
５
，

０
０
０
円

○
対
象
者

　

平
成
28
年
度
の
市
県
民
税
（
均
等

割
）
が
非
課
税
の
方

※
平
成
28
年
度
の
市
県
民
税
（
均
等

割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
の
扶
養

親
族
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

　

対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
は
申
請
書

等
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
下
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
対
象
と
思
わ
れ
る
方
で
申

落
書
き
は
犯
罪
で
す

～
器
物
破
損
罪
に
な
り

ま
す
～

　

ま
ち
で
落
書
き
を
見
か
け
る
と
、

私
た
ち
の
心
も
汚
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
、
と
て
も
気
分
が
悪
い
も
の
で

す
。
ま
し
て
、
そ
の
落
書
き
が
自
分

の
悪
口
で
、
た
く
さ
ん
の
人
に
見
え

る
場
所
に
書
か
れ
て
い
た
ら
、
ど
ん

な
気
持
ち
が
す
る
で
し
ょ
う
か
。

　

市
で
は
、
一
人
ひ
と
り
の
か
け
が

え
の
な
い
人
権
を
守
り
た
い
と
い
う

市
民
の
願
い
の
も
と
、
人
権
啓
発
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

落
書
き
は
犯
罪
で
す
。
人
の
心
を

傷
つ
け
る
落
書
き
は
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。

　

も
し
そ
の
よ
う
な
落
書
き
を
見
つ

け
た
時
は
、
福
祉
課
人
権
啓
発
係
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　

福
祉
課  

人
権
啓
発
係

　
　
（
内
線
３
２
１
）

請
書
が
送
付
さ
れ
て
い
な
い
場
合

も
、
お
手
数
で
す
が
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問　

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
１
２
０
‐

１
１
９
２
‐
59

　

平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　

http://w
w

w
.city.iw

ade.lg.jp/

fukushi/keizaitaisaku.htm
l

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
農
薬

防
除
補
助

　

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
に
よ
る
水
稲
へ

の
被
害
が
毎
年
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

被
害
を
抑
制
す
る
た
め
、
市
指
定

の
農
薬
を
購
入
す
る
方
に
対
し
費
用

の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
産
業
振
興
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

産
業
振
興
課
☎
63
‐
５
８
４
０



  

子 
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・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果

くらしの情報

17　　広報いわで　2017・6

み
ん
な
で
築
こ
う　

人
権
の
世
紀

～
考
え
よ
う　

相
手
の
気
持
ち

　
　

育
て
よ
う　

思
い
や
り
の
心
～

　

６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法

が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。
こ
の
日
に

ち
な
み
、
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
で
は
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委

員
の
日
」
と
定
め
、
一
層
の
人
権
尊

重
思
想
の
高
揚
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

岩
出
市
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
次

の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

　

西
岡　

正
光　
　
（
岡
田
）

　

宮
本　

芳
子　
　
（
岡
田
）

　

家
原　

護　
　
　
（
原
）

　

村
中　

隆
子　
　
（
山
）

　

松
尾　

隆　
　
　
（
根
来
）

　

田
宮　

ふ
み
子　
（
根
来
）

　

藤
原　

正
章　
　
（
野
上
野
）

　

奥　
　

シ
ゲ
コ　
（
南
大
池
）

　

毎
月
第
２
火
曜
日
（
６
月
を
除

く
）
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
、
総

合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

様
々
な
人
権
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

福
祉
課  

人
権
啓
発
係

　
　
（
内
線
３
２
１
）

6
月
1
日
は
﹁
人
権
擁

護
委
員
の
日
﹂

大
会
結
果

岩出市シルバー人材センター
☎６３－１１４３

金池92（あいあいセンター内）

水
道
の
ご
使
用
に
つ
い

て
　

引
越
し
な
ど
に
よ
り
水
道
を
使
用

す
る
と
き
や
中
止
す
る
と
き
の
手
続

き
に
は
次
の
書
類
等
が
必
要
で
す
。

○
水
道
を
使
用
す
る
と
き　

・
賃
貸
物
件
の
場
合

①
給
水
装
置
所
有
者
の
認
印
も
し
く

　

は
賃
貸
契
約
書

②
新
使
用
者
の
認
印

・
建
物
等
売
買
の
場
合

①
旧
所
有
者
の
実
印
と
印
鑑
証
明
書

　
（
発
行
か
ら
６
か
月
以
内
）
も
し

　

く
は
売
買
契
約
書

②
新
所
有
者
の
認
印

○
水
道
の
使
用
を
中
止
す
る
と
き　

・
現
在
の
使
用
者
の
認
印

※
届
出
に
は
他
の
添
付
書
類
が
必
要

な
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
電
話
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　

申
請
日
当
日
の
水
道
の
開
閉
栓
は

業
務
の
都
合
に
よ
り
伺
え
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
お
早
め
の
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

○
受
付
時
間

　

午
前
8
時
45
分
～
午
後
5
時
30
分

　
（
土
・
日
・
祝
日
お
よ
び
年
末
年

　

始
を
除
く
）

　

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

上
下
水
道
業
務
課  

上
水
道
係

　
　
（
内
線
２
６
２
・
２
９
５
）

第
11
回
岩
出
市
民
卓
球

大
会

○
日
時　

3
月
19
日
（
日
）

○
場
所　

市
民
総
合
体
育
館

︽
団
体
の
部
︾

▽
高
校
・
一
般
男
子
の
部

１
位　

那
賀
高
校
Ａ

２
位　

岩
出
Ｓ
Ｐ
Ｃ  

３
位　

Ｔ
・
ｂ
・
Ｔ

3
位　

岩
出
第
二
中

▽
高
校
・
一
般
女
子
の
部

１
位　

那
賀
高
校
Ａ

２
位　

那
賀
高
校
Ｂ

３
位　

那
賀
高
校
Ｃ

3
位　

岩
出
ク
ラ
ブ

▽
中
学
生
男
子
の
部

１
位　

岩
出
第
二
中
Ａ

２
位　

岩
出
中
Ａ

３
位　

岩
出
第
二
中
Ｂ

3
位　

岩
出
中
Ｂ

▽
中
学
生
女
子
の
部

１
位　

岩
出
Ｓ
Ｐ
Ｃ

２
位　

岩
出
第
二
中
Ａ

３
位　

岩
出
中
Ａ

3
位　

岩
出
中
Ｂ

︽
個
人
戦
︾

▽
中
学
３
年
生
以
上
一
般
男
子

１
位　

加
藤
直
紀

２
位　

加
藤
千
尋

３
位　

佐
伯
辰
也

3
位　

前
岡
篤
輝

▽
中
学
３
年
生
以
上
一
般
女
子

１
位　

牧
野
日
菜

２
位　

中
谷
理
菜

３
位　

井
口
珠
瑛

3
位　

上
野
は
る
菜

▽
中
学
２
年
生
以
下
男
子

１
位　

楠
本
大
城

２
位　

濱
田
成
道

３
位　

阪
口
佳
太
郎

3
位　

橋
本
大
騎

▽
中
学
２
年
生
以
下
女
子

１
位　

森
優
菜

２
位　

中
筋
結
女

３
位　

松
嶋
な
ゝ
華

3
位　

宮
野
夏
穏

▽
小
学
６
年
生
以
下
男
女

１
位　

成
川
颯
登

２
位　

上
野
郁
人

３
位　

脇
地
咲
良
子

3
位　

脇
地
竜
希

▽
小
学
４
年
生
以
下
男
女

１
位　

大
政
怜
也

２
位　

吉
冨
一
花

３
位　

山
﨑
将
右

3
位　

太
田
優
奈

▽
60
歳
以
上
男
女

１
位　

中
田
和
夫

２
位　

岩
城
和
子

３
位　

田
中
静
香

3
位　

村
山
久
子

※
岩
出
市
卓
球
協
会
主
催
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〔住所〕〒649‐6211　岩出市東坂本672

〔電話〕62-4029　〔FAX〕63-2570　

〔HP〕http://www.w-botanicalgarden.jp

緑 花 セ ン タ ー

の お 知 ら せ

緑緑 花花

のの

6月の休園日

　　　　　問　都市計画課（内線 225）

岩出市役所・・・〒 649-6292（住所不要）☎ 62-2141（代）

【展示会】
6月17日(土)、18日(日) 古典植物と山野草展 即売あり。　最終日16:30まで

6月24日(土)、25日(日) 野生ラン展 即売あり。　最終日16:30まで

7月1日(土)、2日(日)
山草会・初夏の展示会 即売あり。　最終日16:30まで

古典植物と山野草展 即売あり。　最終日16:30まで

7月9日(日) 寒らん・春らん新芽と柄物展 即売あり。　15:45まで

【教　室】
6月25日(日) アジサイの剪定教室 13:30～16:00、参加費  300円、事前申込要

7月9日(日) ７月の寄せ植え教室 13:30～15:00、参加費1,800円、事前申込要

【イベント】
6月11日（日） ウクレレライブ＆講習会 11:00～15:30、講習会参加費500円、事前申込要

7月8日(土)～30日(日) 園内花と緑の写真コンテスト（応募受付）参加費200円、申込用紙は緑花センターまで

  6日（火）、13日（火）
20日（火）、27日（火）

紀
の
川
会
ペ
タ
ン
ク
交

流
大
会
２
０
１
７

○
日
時　

４
月
８
日
（
土
）

○
場
所　

粉
河
多
目
的
運
動
場

▽
ト
リ
プ
ル
ス　

1
位　

岩
出
さ
く
ら

　
　
　

辻
内
曙
︑
藪
下
進
︑　　
　

　
　
　

上
野
滿
智
子

2
位　

岩
出
絆

　
　
　

小
原
尚
志
、
細
谷
小
夜
子
、

　
　
　

的
崎
千
津
子

３
位　

岩
出
Ｏ
２
Ｙ

　
　
　

大
津
留
紀
之
、
福
田
守
、

　
　
　

山
田
栄
子　

３
位　

岩
出
大
ち
ゃ
ん

　
　
　

大
塚
勲
、
松
本
季
久
子
、

　
　
　

吉
倉
髙
重

※
岩
出
市
ペ
タ
ン
ク
協
会
所
属

人
権
を
考
え
る
つ
ど
い
発
表
作
文

みんなで手話を学ぼう！
今月は「よろしくお願いします」

①握った右手を鼻の頭から前に出す

②手刀を前に出す

（2 階建て以下、延床面積 200㎡以下）

第
27
回
紀
南
青
少
年
兼

第
34
回
紀
南
ジ
ュ
ニ
ア

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

○
日
時　

３
月
26
日
（
日
）

○
場
所　
（
男
子
）
新
宮
市
立
王
子

　

小
学
校
体
育
館
、（
女
子
）
新
宮

　

市
立
総
合
体
育
館

▽
小
学
生
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

３
位　

田
村
悦
希

▽
小
学
生
男
子
ダ
ブ
ル
ス

1
位　

田
中
将
人
︑
田
村
悦
希

▽
小
学
生
高
学
年
女
子
ダ
ブ
ル
ス

2
位　

土
居
心
晴
、
前
田
和
泉

※
岩
出
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
所
属

① ②

　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
所
属

です。

（良い）

（お願い）
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建築士による木造耐震診断がえっ！
※件数に限りがあります。

　　　　　問　都市計画課（内線 225）

無料！

戦
争
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と

（学年は発表当時の学年です。）
山崎北小学校 5 年

服
はっとり

部　玲
れ な

菜 3/8回

小
中
学
生
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

人
権
を
考
え
る
つ
ど
い
発
表
作
文

　

今
か
ら
ほ
ん
の
70
年
ほ
ど
前
ま

で
、
日
本
は
戦
争
を
し
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
現
在
ま
で
世
界
で
戦

争
が
な
く
な
る
こ
と
は
な
く
、
最
近

で
も
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
イ
ス

ラ
ム
国
な
ど
が
テ
ロ
を
お
こ
し
て
い

る
の
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
わ
た
し

は
、
そ
ん
な
ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
す
る

た
び
に
と
て
も
む
ね
が
苦
し
く
な
り

ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
戦
争
が
人
の
命

を
か
っ
て
に
う
ば
っ
て
、
そ
の
人
た

ち
の
夢
や
希
望
を
す
べ
て
こ
わ
す
か

ら
で
す
。

　

わ
た
し
は
、
日
本
で
戦
争
を
し
て

い
た
こ
ろ
の
人
々
が
、
そ
の
戦
い
を

ど
う
思
っ
て
い
た
の
か
を
考
え
て
み

ま
し
た
。
そ
の
当
時
は
、
戦
争
を
す

る
こ
と
が
正
し
い
と
い
う
気
持
ち
も

あ
っ
た
で
し
ょ
う
が
、
本
当
は
﹃
戦

争
に
な
ん
か
行
き
た
く
な
い
﹄﹃
も

う
早
く
こ
ん
な
戦
争
は
終
わ
っ
て
ほ

し
い
﹄﹃
家
族
が
死
ん
で
し
ま
わ
な

い
か
心
配
で
仕
方
が
な
い
﹄
と
い
う

気
持
ち
の
ほ
う
が
強
か
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

実
際
に
戦
地
に
行
っ
た
兵
隊
た
ち

は
、
行
き
た
く
も
な
い
の
に
戦
争
に

つ
れ
て
い
か
れ
、
い
つ
も
死
と
と
な

り
あ
わ
せ
で
と
ん
で
も
な
く
苦
し

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
て
敵

に
う
た
れ
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
人
々

は
、
か
な
え
た
か
っ
た
夢
や
希
望
を

す
べ
て
う
ば
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
日
本
に
残
さ
れ
た
兵
隊
の

家
族
も
ず
っ
と
こ
の
戦
争
が
終
わ
っ

て
ほ
し
い
と
ね
が
っ
て
貧
し
い
生
活

を
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
だ
け

ど
、
戦
地
で
家
族
を
う
ば
わ
れ
、
自

分
達
も
空
か
ら
の
ば
く
だ
ん
で
命
を

落
と
し
、
家
族
み
ん
な
で
、
平
和
に

く
ら
し
て
い
く
と
い
う
あ
た
り
ま
え

の
こ
と
さ
え
も
う
ば
わ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

こ
ん
な
戦
争
が
、
も
し
ま
た
日
本

で
お
こ
っ
た
ら
、
わ
た
し
は
ど
う
す

る
だ
ろ
う
と
考
え
て
み
ま
し
た
。

　

戦
地
に
行
く
な
ん
て
絶
対
に
絶
対

に
い
や
だ
し
、
空
し
ゅ
う
で
焼
き
こ

ろ
さ
れ
る
な
ん
て
、
想
像
す
る
こ
と

も
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
た
だ
に
げ
つ

づ
け
る
だ
け
で
、
ど
う
し
よ
う
も
な

く
お
び
え
て
し
ま
う
だ
け
に
な
る
で

し
ょ
う
。

　

本
当
に
こ
わ
い
で
す
。
そ
し
て
こ

ん
な
こ
と
が
、
今
も
世
界
で
お
こ
っ

て
い
る
こ
と
が
、
信
じ
ら
れ
な
い
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

わ
た
し
に
は
、
な
ぜ
こ
ん
な
に
も

こ
わ
い
戦
争
が
お
こ
る
の
か
、
理
由

が
分
か
り
ま
せ
ん
。
だ
け
ど
、
実
際

に
は
、
世
界
の
い
ろ
ん
な
国
が
、
何

か
の
理
由
を
つ
け
て
、
戦
争
を
し
て

い
ま
す
。
で
も
、
わ
た
し
は
ど
ん
な

理
由
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
戦
争
を

す
る
こ
と
は
だ
れ
も
の
ぞ
ん
で
い
な

い
し
、
ま
ち
が
っ
て
い
る
、
正
し
い

こ
と
で
は
な
い
と
、
だ
れ
も
が
思
っ

て
い
る
は
ず
で
す
。
こ
ん
な
こ
と

は
、
小
学
校
で
教
わ
ら
な
く
て
も
、

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
か
ら
教
わ
ら

な
く
て
も
、
ど
ん
な
小
さ
な
子
ど
も

で
も
知
っ
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
わ
た
し
に
は
、
１
年
生
の
い
と

こ
が
い
ま
す
が
、
そ
の
子
に
、
こ
ん

な
戦
争
な
ん
て
し
て
も
い
い
と
思
う

か
聞
い
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、
考

え
る
こ
と
も
な
く
、「
そ
ん
な
の
だ

め
に
決
ま
っ
て
る
や
ん
。
あ
た
り
ま

え
や
ん
。
何
言
っ
て
る
の
。」
っ
て

返
っ
て
き
ま
し
た
。
わ
た
し
も
そ
の

通
り
だ
と
思
い
ま
す
。
戦
争
を
や
っ

て
は
い
け
な
い
理
由
は
そ
れ
だ
け
で

い
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
今
も

ま
た
、
テ
レ
ビ
で
イ
ス
ラ
ム
国
の

ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
ま
し
た
。
わ
た
し

は
ま
た
い
や
な
思
い
を
し
ま
し
た
。

早
く
世
界
か
ら
戦
争
が
な
く
な
れ
ば

い
い
と
思
い
ま
し
た
。

  

子 

育 

て

　

相　

談

 
お
知
ら
せ

講
座
・
催
し

　

募　

集

環
境
・
エ
コ

健
康
・
介
護

 

税
・
料
金

 

大
会
結
果

対象住宅：　　　　　　　　　　　に建築された木造住宅

～対象住宅が拡充されました～
平成 12 年 5 月以前

☆そのほか、住宅の耐震化に関する補助制度が盛りだくさん！まずは、お気軽にお問い
　合わせください！耐震ベッド・耐震シェルター設置工事の補助などもあります！

（2 階建て以下、延床面積 200㎡以下）
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問　 保健推進課  保健推進係

　　 ☎ 61-2400

乳幼児健康診査

■ 4 か月児（平成 29 年 2 月生）
受付時間 13:00 ～ 13:15

26 日（月）・27 日（火）

■ 7 か月児（平成 28 年 11 月生）
20 日（火）・21 日（水）

■ 1 歳 8 か月児

14 日（水）・ 28 日（水） 

受付時間 13:00 ～ 13:30
■ 3 歳 6 か月児

  9 日（金）・16 日（金） 

受付時間 9:00 ～ 9:30
■ 10 か月児

14 日（水）・ 28 日（水）

乳幼児健康相談

■ 2 歳 6 か月児

  9 日（金）・16 日（金）

栄養教室（離乳食）
受付時間 9:45 ～ 10:00

19 日（月）

内容：離乳食について

場所：総合保健福祉センター

乳幼児保健事業予定表

6 月

育て子
コーナーみ

ん
な
あ
つ
ま
れ

　
　
　

い
わ
で
っ
子

7 月 対         象 あそび 時間 場所 定員

14 日（金）

21 日（金）

0 歳児

（平成 28 年 4 月 2 日生

以降）

水・プール遊び
午前10時30分～

　　　11時30分

総合保健福祉セ

ンター

10 組

11 日（火）

25 日（火）

１歳児

（平成 27 年 4 月 2 日生

～平成 28 年 4 月 1 日生）

10 組

10 日（月）

24 日（月）

２歳児

（平成 26 年 4 月 2 日生

～平成 27 年 4 月 1 日生）

15 組

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
深
め
、
み
ん
な
で
楽
し
い
ひ
と
と

き
が
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
ふ
れ
あ
い

遊
び
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

○
受
付
開
始
日

・
0
歳
児
︙
6
月
14
日
（
水
）
～　

・
1
歳
児
︙
6
月
15
日
（
木
）
～　

・
2
歳
児
︙
6
月
16
日
（
金
）
～　

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
終
了
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

問　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

　
　

☎
61
‐
２
９
８
３

（平成 27 年 10 月生）  

（平成 25 年 11 月生）

（平成 28 年 7 月生）

（平成 26 年 11 月生）

　　　　　　　　（予約制）

特定健診＋がんセット検診

19 日（月）、29 日（木）、

受付時間 8:30 ～ 10:00
　　　　　　　　（予約制）

　

気
持
ち
に
ゆ
と
り
を
持
て
ば
、
子

育
て
も
楽
し
く
な
り
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
の
た
め
に
簡
単
ク
ッ
キ

ン
グ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
！

〇
日
時　

6
月
28
日
（
水
）

         　
　

午
前
10
時
～
正
午

〇
場
所　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

〇
対
象　

子
育
て
中
の
保
護
者

〇
定
員　

15
組

○
１
歳
以
上
一
時
保
育
あ
り

　

希
望
の
方
は
、
６
月
５
日
（
月
）

か
ら
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
受
付
時
間
は
午
前
９
時
～
午
後

５
時
ま
で
で
す
。

問　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

　
　

☎
61
‐
２
９
８
３

子
育
て
ひ
ろ
ば

　
　
　
　
　

あ
い
あ
い

♪
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
お
母
さ
ん
、
お

　

友
だ
ち
を
探
し
て
い
る
お
母
さ
ん

　

出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か

♪
子
育
て
に
悩
ん
で
い
る
お
母
さ
ん
、

　

お
父
さ
ん
、
話
し
て
み
ま
せ
ん
か

♪
自
分
の
子
ど
も
と
同
じ
年
齢
の
お

　

友
達
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か

♪
違
う
年
齢
の
お
友
達
と
一
緒
に
遊

　

ん
で
み
ま
せ
ん
か

♪
様
々
な
子
育
て
情
報
を
発
信
し
た

　

い
人
、
受
信
し
た
い
人
、
ご
自
由

　

に
ど
う
ぞ

♪
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
手
遊
び
も

　

す
る
よ
！

○
日
時　

6
月
14
日
（
水
）

　

午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

※
毎
月
、
第
2
水
曜
日
開
催

○
場
所　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

3
階　

小
ホ
ー
ル

○
持
ち
物

2017・6　広報いわで　　20

簡
単
ク
ッ
キ
ン
グ

　

お
子
さ
ん
に
必
要
な
物
（
飲
み
物

は
お
茶
の
み
可
）

　

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

保
健
推
進
課  

保
健
推
進
係

　
　

☎
61
‐
２
４
０
０

岩
出
市
母
子
保
健
推
進
員
に
よ
る 30 日（金）

☆
子
育
て
支
援
サ
イ
ト
☆

　

市
の
子
育
て
支
援
サ
イ
ト
で

は
、
子
育
て
支
援
・
サ
ー
ビ
ス

情
報
や
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
等
を

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
お
子

さ
ま
の
お
写
真
を
掲
載
す
る

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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①氏名（ふりがな）②生年月日  ③住所  ④電話番号  ⑤メールアドレス⑥メッセージ（30 文字以内）を記載の上、写真データ

（1MB 以上）を添付しメールでご応募ください。8 月号掲載の締切は 6 月 22 日（木）です。応募多数の場合は抽選とさせてい

ただきますので、ご了承ください。　■あて先　市長公室　市民ふれあい係　koushitsu@city.iwade.lg.jp　

ちゃん（7 ヵ月）

いわで
っ子

3 歳 ま で の お 子 さ
んの写真を

大募集！
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岩出市内の

　子どもの養育状況を確認するために、6 月に現況届の提出が必要です。

　児童手当を受給されている方は、6 月 1 日から 6 月 15 日までの間に、児童手当現況届をお忘れのないよう提出し

てください。（郵送可）

　現況届の通知は 5 月下旬ごろに子育て支援課から送付いたします。

　未提出の場合、受給資格があっても、6 月分以降の児童手当が受けられなくなりますので必ず提出してください。

※なお、平成 29 年 1 月 2 日以降に岩出市に転入された場合、平成 29 年度児童手当用所得証明書（平成 29 年 1 月

1 日の住所地で取得）の添付が必要です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問　子育て支援課  児童福祉係（内線 324）

児童手当の現況届の提出はお早めに

ちびっこおしごと体験　～まちのヒーローになろう！～
　子どもたちに職業体験をしてもらい、その職業へのイメージを分かりやすく伝え、将来へのステップアップにして

もらい、楽しんでいただきたいと思います。

　○日時　6 月 24 日（土）　午後 1 時～ 4 時 20 分　　

　○場所　岩出市立市民総合体育館　アリーナ、小ホール、同駐車場

　○対象　岩出、紀の川市の小学生　　　　　　　　　○定員　100 名

　○内容　職業体験、竹とんぼ作り　等

　○申込　事前にお申込みが必要となりますので、下記の問い合わせ先までお申し込みください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問　那賀青年会議所☎ 62 ‐ 8325

えま ちゃん（8 ヵ月）百
も も か

叶 ちゃん（2 才）愛
め い さ

咲
◆お兄ちゃん大好きな
　我が家のアイドル

◆お兄ちゃんと仲良く 
　スクスク元気に育っ
　てね（＾ - ＾）

◆いつまでも好奇心旺盛
　な明るい元気な女の子
　でいてね！
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相談 日時
（祝日除く） 内容 問い合わせ先

消費生活相談
（岩出市開設）

  6日（火）・20日（火）
午後1時～4時

（  6日）総合保健福祉センター
　　　3階　会議室Ｂ

（20日）市役所　2階　第4会議室
　悪質訪問販売や架空請求、貸金業者
からの借金問題などの消費者問題に
ついてご相談ください。
　紀の川市開設日もご利用いただけ
ます。

市長公室
（内線114）

消費生活相談
（紀の川市開設）

14日（水）・28日（水）
午後1時～4時

紀の川市役所南別館
2階相談室（小）

紀の川市商工観
光課☎79-3919

行政相談 21日（水）
午後1時～3時 桜台地区公民館　第1会議室

　行政サービスに関する苦情、行政の
仕組みや手続等、どんなことでもお気
軽にご相談ください。

市長公室
（内線119）

全国一斉「子ど
もの人権110
番」

 6月26日～7月2日
午前8時30分～
　　　　　午後7時

電話相談
☎0120-007-110
※土・日曜日は午前10時～午後5
時（相談無料）

　いじめ、体罰、不登校、子どもの虐待
など、子どもの人権にかかわるすべて
の問題について

和歌山地方法務
局人権擁護課☎
073-422-5131

教育相談
月～金
午前8時45分～
　　 午後5時30分

○スクールカウンセラー
　・山崎小学校・山崎北小学校
　・上岩出小学校
　・岩出中学校・岩出第二中学校
○スクールソーシャルワーカー
　・岩出中学校・岩出第二中学校
○岩出市青少年センター

　
　岩出市内の小中学生や保護者の方
を対象に、学習や生活、不登校や子育
て等教育全般に関する相談を受け付
けています。

・在籍の小中学校
・青少年センター
☎61-7007

・教育総務課
 （内線290）

○適応指導教室「フレンド」
　岩出市内の小中学校に在籍する児
童生徒の、不登校や子育てに関する相
談を受け付けています。

・適応指導教室 
☎62-0892

子育て相談

月～金
午前9時～午後5時

和歌山県立医科大学
小児成育医療支援室 　子育ての悩みなどの相談を受け付

けています。電話で相談後、相談内容
で面談が必要であれば、予約日を決め
て来院していただきます。

和歌山県立医科
大学小児成育医
療支援室☎
073-441-0808毎週木曜日

午後2時～4時 公立那賀病院

健康相談 毎週月曜日
午前9時30分～11時 総合保健福祉センター 健康や育児等について 保健推進課

☎61-2400

ふれあい相談 毎週月曜・金曜日
午前9時～午後4時

総合保健福祉センター

家事（離婚、相続、遺言、夫婦関係等）・
事故・民事（破産・損害賠償等）・行政・
労働問題など

社会福祉協議会
☎63-3246

ふれあい専門
相談

第3火曜日
午後1時～4時 税務相談

第4火曜日
午後1時～4時 民事・登記相談

岩出市役所☎ 62-2141（代）

困 ったときは

こちらまで

相談してください困6
月

岩出市役所・・・〒 649-6292（住所不要）☎ 62-2141（代）

場所
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生涯学習課　青少年女性係　☎ 62-2141（内線 282・283）

青少年健全育成 コーナー
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果

地域みんなで見守りましょう！
岩出市内の子どもたちのために、地域の皆さまのご協力をお願いします。

　子どもを巻き込んだ事件や事故は全国各地で後を絶ちません。

　連れ去り事件は、特に「下校時刻」に多く発生し、また、「見守り活動」

をされていない地域で不審者が出ています。

　地域の皆さまが、「この地域では子どもたちを見守っている」というこ

とを不審者に気付かせることが、犯罪の抑止力になります。

　岩出市の子どもたちを危険から守るためにも、各地域での「あいさつ運

動」「見守り活動」へのご協力をよろしくお願いします。

できる時にできる範囲での見守り活動にご協力をお願いします

　青少年育成市民会議では、地区委員や地区育成会の皆さまに、ボランティア活動をされるにあたり、啓発物

資を無償で支給しています。地域で使用されたい場合は、教育委員会　生涯学習課までお越しください。

☆啓発物資

防犯ベスト　　・のぼり旗　　・腕章　など

自転車には「カギ」をかけましょう！

　新学期が始まり２ヶ月が過ぎ、自転車を利用する機会も

増えてきます。

　盗難被害にあわないために、自転車にはカギをかけま

しょう。

◆わずかな時間でも必ずカギをかけましょう。

◆備え付けの鍵以外にも、Ｕ字型やワイヤー型等の丈夫な

　鍵を付けるなど、ツーロックにして自転車を守りましょ

　う。
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図書館 へ

岩出図書館

行こう

（根来1472-1）
☆本はおひとり１０冊まで２週間借りることができます。
☆視聴覚資料はおひとり３点まで２週間借りられます。

印は休館日です。

休館中の本の返却は、図書館正門右の返却ポスト、または駅前ライブラリーの返却ポストをご利用ください。
ただし、DVD・ビデオ・CDなどの視聴覚資料、紙芝居など、破損の恐れのある資料は開館時に直接カウンターにお
返しください。※視聴覚資料は岩出図書館カウンターでお返しください。

図書館へ

岩出図書館

行こう
本や行事についてのお問い合わせは電話でどうぞ！

（根来1472-1）
TEL.62-7222　FAX.62-7150

6月のカレンダー
開館時間　　岩出図書館　午前10時～午後７時
　　　　　　岩出図書館を除く分館・分室　午前10時～午後6時30分

岩出図書館・駅前ライブラリー・総合保健福祉センター図書室 中央公民館図書室・上岩出地区公民館図書室

日 土金木水火月 日 土金木水火月

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30

6 月のおはなし会

○図書館ボランティアによるおはなし会
  4 日（日）・  11 日（日）・・・「おはなしドロップス」

18 日（日）・25 日（日）・・・「おはなしのとびら」

　午後 1 時 30 分から

　岩出図書館おはなし室　　

10 日（土）・・・「おはなしのじかん」

　午後２時から

　総合保健福祉センター図書室おはなし室　　

○図書館スタッフによるおはなし会
24 日（土）・・・「おはなしパレット」

　午後３時から

　岩出図書館おはなし室　

※子ども向けですが、どなたでもお楽しみいただけ

　ます。

図書館 DVD 上映会

○日時　6 月 17 日（土）　午後 2 時から

○場所　岩出図書館　大会議室

※先着 100 名

図書館講座「親と子の自由研究」

　夏休みの自由研究に何をすればいいか分からない・・・そんなときは、身近なテーマをひとひねり！

夏休みのたびに３人の息子さんと 15 年間にわたり取り組んだ自由研究の記録を書いた本「親と子の自由研究　家の

近くにこんな生き物 !?」の著者、太田和良さんが、子育て論を交えながら、研究課題の見つけ方や親子での取り組み

方などをお話してくれます。お話の後のワークショップでは、「葉脈標本づくり」をします。持ち物等、詳しくはチ

ラシをご覧ください。

○日時　6 月 25 日（日）　午前 10 時 30 分から　　　　　○場所　岩出図書館　大会議室

○対象　小学生～中学生とその保護者　　　　　　　　　  ○定員　20 名　　　　　

○講師　太田　和良　氏

○申込　岩出図書館カウンターまたは電話でお申し込みください。

●ペンギンズ　ザ・ムービー

国語の教科書にのっている本を読もう

　岩出図書館では、小・中学校の教科書展示会に合

わせて、岩出市内の小・中学校で使用している国語

の教科書にのっている本の特別展示を行いますの

で、どうぞご利用ください。展示期間は次のとおり

です。

○教科書展示会　　

　6 月 16 日（金）～ 7 月 2 日（日）

○国語の教科書にのっている本の特別展示　　

　6 月 2 日（金）～ 8 月 30 日（水）

○場所　 岩出図書館　展示コーナー

（92 分）

　岩出図書館では、本の返却時に、中身を確かめ

させて頂いています。この作業は、岩出市の大切

な財産である資料をいつまでもきれいに保つため

に欠かせない作業となります。また、資料の中に

忘れ物等があればその場でお返しすることができ

ます。利用者の皆さまには、お時間をいただき申

し訳ございませんがご協力お願いいたします。

※本の破れ等を見つけられた場合は、セロハンテ

　ープ等で修理をせずにそのままカウンターへお

　持ちください。

国語の教科書にのっている本を読もう
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まちの
iwade    town   information

パ
シャ話題 写真横のＱＲコードを携帯電話で読み込む

と、動画が再生できます。動画が再生され
ない場合は、市ウェブサイトからご覧くだ
さい。

地域の交通安全のために

　今年度は 25 名の方がご入学され、交通ルールや運転

技能の再確認など、交通安全に向けた知識を習得されま

す。ご入学された皆さま、ぜひ頑張ってください。

ときめき交通大学入学式を挙行しました 4／21

姫路市で岩出をＰＲ！

　姫路市では、5 月 12 日～ 14 日の 3 日間、姫路お城

まつりが開催されました。根来鉄砲隊の演武や市の販売

ブースが出展し、岩出をＰＲしてきました。

第 68 回姫路お城まつり 5／13

納期内納付をお願いします

　ミレニアシティ岩出店において、固定資産税、軽自動

車税、自動車税の納期内納付の推進のために、紀北県税

事務所と市税務課の合同による街頭啓発を行いました。

職員による街頭啓発を実施しました 5／16

交通ルールを覚えたよ！

　市内の公立保育所において、春の交通安全教室が実施

されました。児童たちは、岩出警察署の先生から交通ルー

ルについて学びました。

　また、室内において、実際に道路を渡る際の注意点を

教わりながら、「右、左、右」を注意して見た後、皆で

元気よく渡る練習をしました。

春の交通安全教室が行われました 5／16

新消防団長に村山氏が就任

　5 月 12 日（金）に、岩出市役所市長室において任命

式を挙行し、岩出市消防団長に村山嘉伸氏が就任されま

した。

消防団長任命式を挙行しました 5／12
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　市役所をはじめとする市内公共施設に設置していました義援金箱に、平成 29 年 3 月 31 日までに皆さまからお寄

せいただいた義援金の総額は、1,352,784 円となり、和歌山県を通じて送金したことをご報告いたします。

　皆さまの温かい気持ちに感謝いたします。ご協力ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問　福祉課　総務係　☎ 62 ‐ 2141（内線 329）

平成 28 年熊本地震義援金のお礼と報告

あなたの身近で「男女共同参画」

6 月 23 日から 29 日は「男女共同参画週間」です

　最近は、一人ひとりが違うことを認め、人権を尊重する、多様性

を尊重する考え方が、浸透してきました。

　しかし、社会の中では、「男性（女性）は～すべき」や、「男性（女

性）のくせに」という考えから生じた問題が、しばしば話題になる

ことがあります。

　これは、一人ひとりの個性や、人権が大切にされずに、生まれな

がらの性別とは別の社会的・文化的につくられた男女の違い（ジェ

ンダー）や、世の中の役割「固定的な役割分担意識」を強制したこ

とによるものです。

　性別の役割に左右されることなく、男性も女性もすべての人が、

あらゆる場面で意欲に応じて、それぞれの個性と能力を発揮できる

社会が「男女共同参画社会」です。

　私たちは成長過程で刷り込まれた男女の役割意識を、誰もが少な

からず持っていると考えられ、男性が弱音を吐きづらいことや、女

性の参画への消極性は、これに起因すると推測されます。

　今までの考え方を変えていくのは、容易なことではありません

が、職場で、学校で、地域で、家庭で、お互いを尊重し、一人ひと

りができることをしながら、協力し取り組むことができれば、すべ

ての人が活躍できる社会に近づくのではないでしょうか。

男女共同参画って？

　岩出市男女共同参画推進員とともに、街頭啓発やイベント等での啓発活動を積極的に実施しています。

　平成 29 年 3 月に策定した第４次岩出市男女共同参画プランハーモニープランに基づき「固定的な役割分担意識」の払

しょくを図るなど男女共同参画社会への理解の促進や、ＤＶや虐待などの暴力の根絶に向けて取り組みます。基本理念 “ み

んなが共に活きる社会 ” の実現を目指し、皆様のご協力をお願いします。

市  の  取  り  組  み

男女共同参画推進員の声

　私たちは、ボランティアとして、「男女共同参画」を広めるための活動をしてい

ます。より親しみやすく、楽しく男女共同参画を知ってもらうために、30 代から

80 代の男女のメンバーで話し合い、自作の共同参画カルタでの啓発や講演会など

を企画しています。活動を通じて、多様な意見に新たな気づきをすることもありま

す。「男女共同参画」は特別なものではありません。岩出市には、私たちのような

ボランティアの活動をしている団体や、趣味の教室やサークルなど色々な団体があ

ります。家庭や、趣味、地域活動など、あなたの周りのを振り返ってみれば、「多

様性」や「共同」の大切さに気づきます。きっとそこから共同参画が広がります。

問　市長公室　男女共同参画担当☎ 62 ‐ 2141（内線 118）

共同参画カルタでの啓発の様子


